
その他の小売業における転倒災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
14～

15

配達業務中、お届け先に商品をお届けする際に階段を上ろうとしたところ、手前の

コンクリート部分がブラックアイスバーン状態になっていることに気づかず、両足

を滑らせ階段側へ転倒し、2段目の角に右胸を強打した。

42

50

～

99

1
13～

14

当社店舗駐車場内に於いて、除雪作業を行っていた際、スコップを所持して移動し

たところ凍結した地面に足を滑らせて転倒し、左側の頭部と肩を地面に強打したも

のである。 直後の痛みは治まったものの、当日は早退して安静にし、翌日に具合

が悪化した。

42 ―

1
17～

18

従業員出入口から敷地内の駐車場へ向かう際、玄関から2～3m歩いた時点で足がも

つれて前のめりに転倒し、右側前頭部をアスファルト上に強打した。
71

10

～

29

1
16～

17

2F事務所で頭を抱えており、社員が異変に気付き、救急車を呼んだ。 後で本人か

ら聞いた話では、朝、店舗前の雪かきの時に滑って転んだとのことである。
48

10

～

29

1 7～8
廃ダンボールを所定の場所へ捨てに行った時に、地面が乾燥面と凍結面が混在した

場所でダンボールを捨てたあと横転し、脛から着地した。
66

10

～

29

1 7～8
開店前の売り場で、箱ティッシュの補充をしようと、キャリーに積んでいた箱

ティッシュを降ろしていた時に、バランスを崩して右膝を捻り転倒し、打撲した。
42

30

～

49

1 8～9
当社支店敷地内において、出勤してきた被災者が車から降りる際、凍りついた車の

68 ―



ステップで足を滑らせ転倒し、尻を地面に打ちつけ負傷した。

1 8～9
会社敷地内の従業員用駐車場に自家用社を駐車して、出社しようと車から降りよう

としたところ、地面が凍結していたため足が滑って転倒し、左ひじを負傷した。
29

10

～

29

1 7～8

駐車場に車を駐車し、キャンパス内を職場のある建物に徒歩で向かっていたとき、

途中の通路が凍結していたため、誤って滑ってしまい転倒した。 その際、手をつ

いたため手に負担がかかり、骨折してしまった。

58

300

～

499

1
16～

17

2階から店内用カゴを持ちながら階段を下りているとき、残り三段のところで足を

滑らせ転倒し、腰を強打した。
29 ―

1
9～

10

店外ゴミ箱の清掃中にゴミを足で踏みつけたため、バランスを失ってそのまま転倒

した。
63 ―

1
17～

18

地面に置かれていた黒い消雪ホースにつまずき、顔面から転倒し、顔・手・足に怪

我を負った。
49

50

～

99

1
18～

19

従業員駐車場で、帰宅するために車に乗ろうとした所、路面が凍っていたため滑っ

て転倒し、左ひざを強打し、靭帯を損傷した。
50

50

～

99

1
17～

18

当社、バックヤード通路にて照明が暗かったため、長台車につまずき転倒した。

その際に、床に右わき腹と右肘を強打し負傷した。
53

50

～

99

1
16～

17

第2倉庫から店舗バックヤードに戻った際、第2倉庫側のシャッターが少し閉まっ

ていなかった為、閉めようと向かったところ、通路が凍っており転倒してしまっ

た。 背中から倒れそうになったため、右手でかばい右手首を骨折した。

34 ―

1 8～9
会社の駐車場にて車を降りたところ、凍結していたため滑って転んだ際、手首を骨

折した。
58 ―

1
18～

19

終業後に本社のゴミ集積場へゴミを持って行き、ごみを入れて車に戻る際、駐車場

内で車止めの影にあった雪が解けて再び黒く凍っていたところに、うす暗い事もあ 59
1～

9



り気付かずに滑って転んで右足首を骨折した。

1
18～

19

サービスカウンターからレジに向かう途中で、サッカー台で商品を買物袋に入れて

いるお客様の足に接触、転倒し、上半身を床に打ち付けてしまい、その際に左上腕

部脱臼骨折と右手関節部を打撲してしまった。

61

30

～

49

1
10～

11

バックルームにおいて商品の品出しの為オリコンを売り場に運び出そうとした時、

オリコンの下に台としておいてある豆台車に靴のひもが絡んでしまい、膝をついて

転んで負傷した。

63 ―

1
16～

17

サッカー台横のカゴ置場にて、黒カゴ（精算カゴ）を集めて各レジへ持って行こう

としていた時、足元を良く確認していなかった為、黒カゴが積んである台車に足を

引っ掛けてしまい、黒カゴを持ったまま転倒し、左側の肩から腰にかけて強打し

た。

45

100

～

299

1
18～

19

店の裏にあるゴミ置き場にゴミを置きに行った時、お客様用の侵入禁止の横棒に足

が引っかかりうつ伏せに倒れ、膝と両手をついた。 左手の痛みが引かず、後日に

骨折していたことのが分かった。

62

10

～

29

1 8～9

応援に行った際、グロッサリーバックヤードにて卵のキャリアが放置されているの

に気付かず、前向きに転倒し、キャリアの角で脛を切傷・打撲してしまった。 妊

娠中の為、胎児への影響を考慮し、救急車を手配した。

31

100

～

299

1
13～

14

午後からの勤務で2便で納品された品物を陳列して、外の納品口すぐそばにある台

車置き場エリアに空き台車を置き、店内の作業場に戻ろうとした途中、台車置き場

すぐ脇のごみ置き場のスロープ部分に置いていたすき間に左足を取られ、身体の左

側部分を叩き付けられるように転倒し、左腕と左ひざの打撲、左側肋骨骨折（ヒ

ビ）を負った。

44

30

～

49

1
9～

10

洗浄室にて、弁当箱置場から重箱をカゴに入れて、洗浄機まで運ぼうとした際、足

を滑らせて尻もちをついてしまい、腰を打ち、骨盤・右足を負傷し、圧迫骨折し

た。

69

100

～

299

1
11～

12

精肉前のバックヤードを歩いている時、マシン掃除後の床に水が残っていることに

気付かず、滑って転倒してしまった。 両手がふさがっていたため顔や肩から転倒 46 ―



し、膝も強打してしまった。

1 7～8
墓石工事に行く準備のため、自社置場でトラックに資材積み込みの際、砂袋の重荷

に足元がふらつき、尻もちをついて転倒し腰部を負傷した。
40 ―

1 7～8
研修に行く途中、自宅から向かっていたところ、段差に躓き尻もちをついた際に、

腰を受傷した。
29

100

～

299

1
16～

17

水産作業場にて発注の作業を行っていたところ、滑ってしまい転倒して腰を痛め

た。
24

100

～

299

1
22～

23

農産作業場にて、売場へ出ようとスイングドアを開けた時、足元が水で濡れていた

ため滑って転倒し、両ひざ挫傷および左ひざ蓋上滑液包靭帯損傷を負った。
49

50

～

99

1
18～

19

勤務終了後に職場から事務所へ向かう際、カフェ厨房内を通行中に、床面が閉店後

清掃で濡れていたため滑って転倒し、尾?骨を強打した。
31

10

～

29

1
9～

10

出張先のホテルより、営業先へ向かう途中坂道にて路面の凍結により転倒し、骨折

した。
48 ―

1
16～

17

店の事務所2階で1階に下りるためにエレベーターに乗ろうとしたところエレベー

ターの前に置いてあるフロアマットの端につまずき転倒して左足の小指、薬指を骨

折した。

83 ―

1
13～

14

食器洗浄作業中、コンテナから食器の入ったカゴを取り出す際、カゴに入っていた

1本の箸が床に落ちていた事に気づかず、その上にあがってしまい、滑り転倒し、

右肋骨の後あたりを打って痛めた。

50

10

～

29

1
9～

10

店の駐車場で仕入の品物を降ろした後、車の移動のあと新雪の下が氷っていたのが

わからず、2～3歩目に足が滑って転んでしまい、その時に地面についた右腕の付

け根（肩）に痛みがはしった。

67
1～

9

事業所厨房でフライヤーで揚げ物をした後フライヤー内を清掃した。 その際、中



1
16～

17

に貯めておいたお湯を流すために排水溝（深さ15cm程度）のグレーチングを1つ外

し、一旦その場を離れて戻った際、グレーチングを外していたことを忘れ、排水溝

に右足を取られてしまい転倒した。

64 ―

1
11～

12

店内レジカウンター奥の通路にて、お客様購入商品（PS4）をカゴ棚から取り出し

てレジへ小走りで向かっている際、ダンボール箱に足を取られて転倒負傷した。
33

10

～

29

1
23～

24

店舗レジカウンター奥の厨房からバックルーム（事務所）へ向かう際、通路横の壁

に立てかけてあった樹脂製のまな板（約1cm厚、60cm×30cm）が倒れていたが、

被災者はその際、両手に商品の入った買い物カゴを持っていたために、足元の障害

物であるこのまな板が倒れていることを気付かずにつまずき、転倒した際に左足を

挫いた。 当該まな板は、シンクで什器類の洗浄作業をする際に流し台の上から降

ろし、邪魔にならぬよう、隅の壁に立てかけて置いたものである。

59 ―

1
16～

17

厨房内にて、冷蔵庫に果物を戻し、自身の作業場所に戻る際、置いてあった掃除用

具（ほうき）につまずき転倒し、体の右側から倒れ、右肘を床に打ち負傷した。
70 ―

1
11～

12

店内で商品の値段を確認するために歩いていたところ、マットで滑り転倒し、腰を

強く打ち、大腿骨骨折を負った。
50 ―

1
19～

20

事務所厨房内にて、翌日の朝の配膳車の準備中、冷蔵庫の排水パイプが飛び出して

いたため、つまずいて転倒し、頭部と左膝を打撲した。
68

1～

9

1 8～9
3階より2階事務所へ階段で移動中、手すりを持たず携帯電話を操作しようとした

ところ、階段の段差で躓き転倒し、頭を打ち、左肩・腰・左足を打撲した。
48

50

～

99

1 7～8

食堂厨房内でボイル野菜水切りボール（直径約50cm）を両手で持ち、洗浄ブース

へ移動中、左へ曲がる際、軸足の左足が右方向へ滑り転倒し、左足首をひねり損傷

する。

43

100

～

299

1 7～8

敷地内駐車場で通用口へ向かって歩いていた際、搬入トラックが来たため左側へ避

けようとしたところ、雪で凍結した地面で転倒し、左手をついて左手首を骨折し

た。

58

50

～

99



1
17～

18

青果棚から売場への出口において転倒してしまい、手をついたため手の骨を折っ

た。
51 ―

1 3～4
敷地内駐車場で車をとめて店まで歩いて移動しようとした際、路面が凍結していた

ため滑って転倒し、右肩上腕を骨折した。
55

50

～

99

1
15～

16

レジ業務をしようとレジ前に向かった時、敷いていたマットに足をつまずき転倒

し、右足を骨折した。
48

100

～

299

1
15～

16

当社にて、お客様にお茶を提供しようとした際、店内の段差箇所につまずき、転倒

負傷した。
63

1～

9

1 8～9
2週間の予定で出張中（応援のため）に、宿泊先のホテルから店舗へ出勤途中に、

凍結していた路面で滑り転倒し負傷した。
31 ―

1
16～

17

店舗厨房のシンク前にて、フライヤー作業中、手に天ぷらのトロが入ったボールを

もってシンクに行こうとした時、床が水で濡れていたため滑り、転倒してしまい左

手を床につき受傷した。

68

10

～

29

1 7～8

店内レジ前通路を、サービスカウンターにロッカーのスペアキーを借りに行くため

に小走りで向かっていた際、足元がもつれたような状態になり、通路上で転倒し左

膝を床面で強打、脚部を打撲し、左膝を骨折した。

25

100

～

299

1
18～

19

売り場へ移動する際、グレーチング（厨房に流れる汚水のアルミフタ）の上で、洗

剤に足を滑らせ、体勢を何度も無理にたて直そうとした為、右足を骨折した。
42

50

～

99

1
14～

15

お店のビラをポスティング中に、喉が渇きコンビニでお茶を買おうと立ち寄る時

に、お店の前の車留めにつまずき転倒し、右・左膝に擦り傷、右第5指を骨折し

た。

47
1～

9

1 8～9
従業員駐車場で、朝の出勤時に自家用車から店舗へ歩いて向かう際に、凍結した路

面で滑って転倒し、右手を突いたため、右手首を骨折した。
56

30

～

49



1
17～

18

勤務前に更衣室で着替え、事務所に行くまでに搬入口にある昇降台を上がろうとし

たが、滑って前かがみに転倒し左手を地面につき、左手人差し指骨折の怪我を負っ

た。

16

50

～

99

1 3～4
店舗の外の洗い場で作業中、当日は低温であり、凍結していた地面で足を滑らせて

転倒し、左膝を打ち、左膝蓋骨骨折等の怪我を負った。
56 ―

1
10～

11

配送先の自宅駐車場で荷物を運ぶ際、前日からの大雪で凍結していた為足を滑らせ

頭から転倒し、脳震盪を起こし首・肩を強打した。
27

10

～

29

1
15～

16

配送中、組合員宅にて、留守置きの所で商品を降ろして、先週の空箱をトラックの

荷台の中に入れて運んでいる最中、雪で滑り足を捻ってバランスをくずして転び、

右足首捻挫、右ひざ・左手のひら擦傷、左手首捻挫を負った。

40

10

～

29

1
13～

14

降雪する積雪のため、駐車場に雪が積もっており、その雪を除雪しようとしたとこ

ろ、滑って転倒してしまい骨折した。
69 ―

1
12～

13

会社の郵便物を出しに市場内の郵便局に歩いて行っている時、足がつまずき、よろ

けて顔面より転倒した。
66

100

～

299

1 8～9

売場に出ようとして作業場からバックルームに出るスイングドアを開けた際、めく

れた足元のマットに左足がつまずき転倒し、左肩関節挫傷、左肘関節挫傷、左足首

捻挫を負った。

66

100

～

299

1
16～

17

医院事業所厨房内にて、やかんに入った熱いお茶を両手に持ったまま、靴をスリッ

パに替えようとした時、ズボンの裾を踏んでしまい、転倒して熱いお茶がかかり、

右腕・右手首・額を火傷した。

68 ―

1 6～7

2F更衣所から1Fの作業場へ移動中、あいにくの雨のため小走りで急いだため、店

舗前の駐車場（スロープ）で足を滑らして左肩から落下転倒し、左肩あたりを強打

した。

39

10

～

29

1
13～

14

午後の開店準備後、宝くじボックスに入る際に、当日持ち出しする宅配便のバッグ

に躓き転倒し、机の角に顔をぶつけて腫れた。
53

100

～



299

1
11～

12

自転車で自宅から職場敷地内まで出勤し、駐輪場に自転車をとめようとハンドルを

握り直したところバランスを崩し、左側に転倒した。
58

100

～

299

1
19～

20

接客中、慌てて商品を取りに行った際にシングルラックに足が引っかかり転倒し、

足を打ちつけてしまい膝を骨折し、1ヶ月の安静となる。
60

1～

9

1
13～

14

サービスカウンター内を移動中、足元にあった受付済みの商品が入ったカゴにつま

ずき、前の方に倒れる途中で反転し後向きに倒れ、梱包機の角に後頭部を打ちつけ

た。

25

30

～

49

1
21～

22

仕事終わりにゴミを捨てようとして、店舗裏口からゴミ捨て場に行こうとしたが電

灯がなく真っ暗だったため、トイレ前の段差につまずいて転倒し、左膝を負傷し

た。

54

30

～

49

1
11～

12

社用車に戻る際、路面の雪が踏み固められて滑りやすくなっており、滑って転倒し

た。
28

10

～

29

1
9～

10

朝の品出し時にバックヤードへ戻る途中、急いで行こうとしたところ、足がつまず

き転倒した。
57

10

～

29

1
15～

16

レジ点検の為、レジから事務所に移動する際、外レジ前の段差につまずき前方へ転

倒した。
61

50

～

99

2 18~19

アパートのお客様の家に寿司と茶碗蒸しを配達するため、車から降りて、お客様の

玄関へ行く際、アパート前が氷状で尚且つ、うっすら雪が積もっており、注意しな

がら歩いていたが、寿司と茶碗蒸しを持った状態で後ろ側に転倒し、頭と上半身を

地面にぶつけた。

54

10

～

29

2 13~14

薬局駐車場にて、次の班に行く間にトイレを借りに寄った際、雪日で少し視界が悪

かった。 路面は緩やかな傾斜があったが雪や氷で凹凸していてあまり滑りそうで 40

10

～



はなかったが、足を滑らせ転倒し臀部を強打した。 29

2 7~8 出勤時従業員入口前の坂道で滑って転倒し、右手をついたため。 59

100

～

299

2 22~23
退社後、南側出入口付近のトイレを利用するため駐輪場を徒歩（ポケットに手を入

れた状態）で通過した際、段差に躓き転倒し右肩を骨折した。
35 ―

2 12~13
職員駐車場に歩道との境に設置されているロープをまたごうとしてロープが足に

引っかかり駐車場側に倒れた時に、身をかばった右手の手首を骨折した。
53

50

～

99

2 7~8

葬儀社にて、地区の会長さんが来館したため、担当者のシフトを確認しようと、事

務所の壁の上の方に貼ってあったため、よく見えず、キャスター付のイスに上がっ

てみようと、足をかけた際、イスが動いてしまい、足を踏み外し転倒した。 右肩

と右胸部を強打した。

60

30

～

49

2 10~11

店舗作業場内において、タイヤを販売し、2番ピットに入庫し、組込タイヤをおろ

し、新品タイヤを運び店内へと戻る際、1番ピットリフトの車輪止めにつまずき転

倒した。 2.2m前方廃油圧送機（46×67×H78㎝）前面部レバー（3.0×8.5m）に

左側頭部、前額部をぶつけ出血した。

43

10

～

29

2 15~16
休憩に入るために職場から休憩室（食堂）に向かう時に、飲食コーナー端に置いて

ある子供用の椅子に躓き転倒し、左足のひざを床に強打した。
64

10

～

29

2 8~9

店内と店外にある仕切り用スイングドアが破損しており、出入りする時に左足を

引っ掛けてしまい転んでしまった。 その時に右手をついてしまい支えきれずに痛

めてしまった。

48

100

～

299

2 19~20
段ボール置き場にて牛乳箱等の片付けをしていたところ、液体で濡れていた床で

滑って転倒した。 左腕を強打した。
48

100

～

299

店内入り口に近い青果売場で、品出し中に入り口から子供が走って来たので、商品 50



2 13~14 が倒れると思い、とっさに押さえようとしたところ、体勢を崩し、自分が倒れてし

まい、右腕を床につき、右肩と右肘を受傷した。

53 ～

99

2 18~19

本社の会長室で、ストープの元栓が閉まっていることを確認し身体の向きを変えた

時、ストーブの下に敷いてある板が右足がひっかかり、転んでしまい、股関節を骨

折した。

73
1～

9

2 10~11

店内カウンター業務をしている時、レジの人の休憩交代をする為、カウンターを出

た時、足元に宝くじの旗を立てる台が置いてあるのに気が付かず、躓いて転倒し左

膝を強打して負傷した。

54

50

～

99

2 18~19
退勤後、6F女子更衣室から着替え終え、5階から4階の従業員階段を下りる際に、

足を踏み外し、転倒した。
20 ―

2 11~12
業務中、事業場の入っているテナントビルの共有部分の廊下で歩行している時床が

結露の為、湿っていて滑って転倒した。 （書類提出のための外出の際）
56

1～

9

2 5~6
作業場内にて炊飯が終わり反転機に炊飯釜を設置するため釜の蓋を外し蓋を洗浄機

まで運ぶ際、床が濡れていたため滑って右膝を床に強打した。
62

10

～

29

2 15~16
おやつの下膳作業で、台車を取りに行こうと厨房から施設の廊下へ出た付近で、足

が滑り、転倒した。 床は濡れていなかったが、ゴムのスリッパが滑った。
55

10

～

29

2 14~15
商品を下ろし、空箱を回収してトラックに運ぼうとした時、玄関入口の段差に気が

付かず左足をひねった。
37 ―

2 8~9
両手にゴミ袋を持ち、徒歩にて道路向かいのゴミステーションにゴミ捨てに向かう

際、売店入り口の高さ2㎝のゴム製マットに躓き、転倒したものである。
56 ―

2 8~9

従業員駐車場において出勤し駐車した後、車から降り作業場へ向かうため歩き出し

た時に雪で足が滑り転倒した。 その際右足首に自分の体が乗ってしまい、全体重

がかかり、骨折した。

39

50

～

99

2 8~9

当社惣菜調理場の中にて調理したお弁当を陳列するため、手にお弁当を5つ持ち転

倒へ運んでいる際、調理場の床に調理油が飛んでいて滑りやすくなっていたため、 64

50

～



滑って体勢を崩し後方へ転び、腰を強く打って負傷した。 99

2 19~20
支店駐車場にて自販機商品の補充作業中、10㎝位の段差に右足が引っ掛かり、転

倒した際に両膝をコンクリート地面に打ちつけ、部位を骨折した。
63 ―

2 16~17
本部2階事務所にて、椅子から立ち上がる際、足下にあったコードに引っかかり尻

餅をついた状態で、転倒し負傷したものである。
61

30

～

49

2 13~14
当社本店二階の階段より荷物の運びだしの際に、階段で足を踏み外して倒れ一階の

タイル床に膝を打ちつけて、負傷した。
62

1～

9

2 9~10
通勤時店舗敷地内従業員駐輪場に自転車を止めようとこいでいた時、バランスを崩

して転倒し、手でかばったが左顔面を強打し、左頬骨を骨折した。
66

100

～

299

2 8~9
事業所冷凍庫内において、荷物を運び出そうとした時に、床の凍っていた所で滑っ

てしまい、その際右足をひねり負傷した。
40 ―

2 18~19
勤務終了後、帰宅の為駐車場へ向かい、車止めに引っ掛けて転倒し、左手親指を骨

折した。
54

30

～

49

2 12~13

外の炭酸風呂で、落ち葉を拾った後に通路へ出るまでの斜面（土）に乗ってしまい

滑って右手をついて骨折した（通路にて骨折）。 その日は、雨雪で、スリッパで

滑りやすい状況でもあった。 通路へ出るまでの手すりから斜面が狭い為、足が斜

面に乗っかってしまった。

65
1～

9

2 10~11
玉子売場で玉子の底上げを終えた後、歩行した際足がもつれて転倒し前頭部を床に

強打し、また左の手をついた時に左肘に痛みがはしった。
63

30

～

49

2 9~10
当日、店内の踊り場階段において階段の床を掃除機で掃除をしている時、誤って足

を踏み外し転倒した。 その際臀部を打ち負傷したものである。
47

10

～

29

店2階更衣室から作業場へ移動中、階段を下りている際、足を踏み外してしまい転
100



2 7~8
倒してしまう。 その際、右手首と右前歯を強打する。

57 ～

299

2 8~9

農産バックヤードに於いて被災者はバックヤード内を移動していた。 バックヤー

ド中央部には会所があり、会所の蓋下にカウンタークロス（ふきん）を敷いて、細

かい野菜クズ等がカウンタークロス上に集まるようにしていたが、カウンタークロ

スの4片が蓋からはみ出している状態になっており、被災者はそのはみ出したカウ

ンタークロスに躓き転倒し右膝を強打し、右大腿骨を骨折した。

63 ―

2 13~14

出勤時店舗敷地内の駐車場から店舗搬入口へ小走りで向かう途中、地面が雨で濡れ

ていた為、滑って尻もちをつく形で転倒した。 その際身体を庇おうとして、右手

を地面につけ突っ張ったところ右手首を骨折した。

54

100

～

299

2 7~8

出勤時プラットホーム（店舗内荷受場）を歩行中、前のめりに躓き、右手を強打し

た。 痛みを我慢して仕事をしたが痛みが取れない為病院で診察を受けたところ、

右手小指骨折と判明した。

61

50

～

99

2 8~9
洗浄したトレーを乾燥庫収納用カートで収納して洗浄機に戻る際、慌てて小走りを

した際、転倒してしまった。
63

50

～

99

2 15~16
入荷した原料を冷蔵庫内に格納している時、後ろにカゴテナがあることに気付かず

作業中引っ掛かり転倒した際左腕をついた。
57

100

～

299

2 14~15

お客様宅に配達に行き、帰る時停めていた車にクラクションを鳴らされたので急い

でお客様宅前の階段を下りていて、雨に濡れていたので滑って転倒した。 救急車

で病院へ行き、手術を受けた。

51

30

～

49

2 12~13
土間（作業場）に魚のアラや脂が落ちていたのに気付かず、出していた皿盛の魚が

戻って来たので作業台に持って行こうとし滑って手をつき痛めた。
69

50

～

99

2 12~13

商品（弁当、総菜）販売場所より厨房へのフロアーで歩いていた時、洗い物（皿）

を腕に抱えてちょっと横を向いた為フロアーに置いてあったダンボールに躓いて皿 66
1～

9



を腕にかかえたまま膝から転倒した。

2 19~20
ゴミ捨てのためゴミステーションに往来した際、道中の縁石に躓いて両手首等を負

傷した。
62 ―

2 16~17 店内より移動中に転倒して右足首のくるぶしを骨折した。 60

10

～

29

2 13~14

当社、店内にて、改装業務作業（什器移動及び設置）中に、改装用備品箱（バー

フックが入った段ボール）に気が付かず作業中に転倒した。 通路に備品を置いて

の作業により通路が狭くなっていた。 痛みはあったが、少し痛めた程度との見解

で業務を継続した。 改装後の休日に自宅近くの病院にて検査し、左肩鎖骨骨折と

判明した。

45

10

～

29

2 6~7

店舗水産冷蔵庫内で、冷蔵庫の床が凍結しており、転んだはずみで右手首を痛め受

傷した。 怪我をした当初は休業の必要性は無かったが、変更先の病院で、事故発

生から約3ヶ月後、2週間入院することになった為、後からの報告となる。

47

50

～

99

2 13~14 ゴミ出し中、のぼりの架台ブロックに躓き後方に転倒した時、右肘を打撲した。 37

10

～

29

2 10~11

店舗内の鮮魚部作業場にて、ゴミ捨てから帰ってきて、自分の作業立ち位置に向か

おうと歩いていたところ、同じ部門の従業員が作業をしていて方向転換をするため

に前を向いたまま右足を一歩後ろに出したところ、本人の左足が引っ掛かってしま

い、肩から飛ぶように転倒し、右肩を骨折してしまった。

65

10

～

29

2 10~11

調理場にて作業中お弁当用保温容器を取りに行き戻る際、つい小走りになり濡れて

いた排水路の蓋の上で足を滑らせ転倒した。 腰に痛みはあったが、そのまま作業

を行った。

44

10

～

29

2 16~17
高齢のお客様を送っていた帰り、早く会社に戻ろうと小走りに帰っていたところ足

を躓き両手をついて左手関節を骨折した。
67

1～

9

退社時、1階バックホーム出入り口を通り抜けようとした際、スイングドアが壊れ 50



2 19~20 ていたため応急処置での留めに置いてあったブロックに左足が当たり、前に転倒し

た。 左膝を打撲した。

49 ～

99

2 8~9
売場でシフトを確認しレジに移動しようとした際、配線コードに引っかかり転倒し

た。 右手首・左手首・右膝・左膝を打撲した。
56

100

～

299

2 11~12
店内で、お客様のところへ小走りで行く途中、つま出しのダンボールの角にぶつか

り転倒し、右手首を強打し、骨折する。
61 ―

2 19~20

帰宅する為、バス停に向かおうと会社の裏の敷き内を通った際、何かに引っ掛か

り、転倒し、右腕を打った。 暗かったため、翌朝、何に引っ掛かったのか確認す

ると、旗を立てる際に使用するポールがあり、それに引っ掛かったと思われる。

48

50

～

99

2 15~16
会社の倉庫で積んである段ボールの荷物を降ろして、台車に乗せようとした時に、

荷物が重く、バランスを崩して、膝をひねりながら転倒した。
54

1～

9

3 9~10
ゴミ捨て場でゴミ捨て作業をするため、ゴミ捨て場前通路を歩いていたところ、段

差に躓き転倒した。
64

50

～

99

3 6~7
駐車場内にて、出勤のため駐車し出勤入口に向かって歩いていた際、薄く凍結して

いた路面で足を滑らせ転倒し、左肘を強打した。
62

50

～

99

3 10~11
ポスティング中、アイスバーンとなっていた坂道を下っていたところ、足を滑らせ

強く左足首を捻り骨折し、転倒した際に右肘も打撲した。
55

10

～

29

3 7~8
出勤時に職場の駐車場に車を置き歩き出したとき、路面凍結により、店舗敷地内駐

車場で転倒した。
50

50

～

99

3 13~14
外売場にて、ブロックの積み込み作業中、濡れた木パレットに足を掛けたところ、

滑って右足首を捻った。
39

1～

9

配送先において、仕出し料理で使用された容器を回収するため、2tトラック（中型 30



3 16~17 保冷車）の荷台に積み込み作業を行っていたところ、誤って足を滑らせ転倒した際

に荷台と地面との間にあるステップに肘をぶつけ骨折した。

42 ～

49

3 13~14
スーパーのレジを担当していたところ、お客様の問い合わせで商品棚に向かう際、

つまずいて転倒した。
56

50

～

99

3 12~13
事務所でお昼のお茶を休憩室に運んで事務室に戻る途中、段差につまずき転倒し、

左膝と右肘を床のコンクリートに強打した。
59

10

～

29

3 17~18

バックルームにてストック商品の整理中、靴の入ったダンボール2箱（約7kg）を

移動させようと持ち上げたときに左足が横に滑り、両手が塞がっていたため、手を

つくことができず右膝を床に打ちつけ骨折した。 また、休憩室で家族の迎えを

待っていた際、水分補給をしようと椅子から立ち上がったとき、膝の痛みでバラン

スを崩し、床に左手をつきながら転倒し、左手首を骨折した。

56

10

～

29

3 14~15
当社店舗カウンター内においてレジ作業中、隣のカウンターへ移動中に転倒し、左

足を打ちつけ受傷した。
38

1～

9

3 13~14
会社の机の上に書類を戻し、その場から移動するときに机の横の配線コードに左足

先をひっかけて転倒し、左足ふとももを強打した。
60

30

～

49

3 8~9
大雨が降っていて、入口の床が濡れていたため、出勤時に滑って転んで手を強くつ

いてしまい、右手首を骨折した。
54

10

～

29

3 16~17

店内売場において作業中、キャットフードの定番棚替え中にキャットフードを持っ

てカゴ車に載せようとしたところ、床に置かれていたキャットフードにつまずいて

転倒した。 その際、右膝を強打し激痛がはしった。

56

10

～

29

3 16~17

店内水産作業場横の通路で酢飯の入っていた箱を両手で持ち、通路脇に片付けに行

く際、天候が雨であったため、通路の床が濡れており足を滑らせ転倒し、床に頭

部・手首・膝を打ち負傷した。

55

50

～

99



3 8~9

外のコンテナ置き場でボナコン2台をバックヤードに移動中、1台のボナコンが側

溝の溝にはまり倒れそうになったのを見てコンテナを押さえようとして駆け寄る

際、足がもつれ転倒し、左足をくるぶしと外側の甲を骨折した。

59

100

～

299

3 20~21
葬儀準備のため、テーブルクロスのセットをしているとき、後ろにあるイスに足を

ひっかけて、祭壇の角に頭をぶつけて負傷した。
58

100

～

299

3 7~8

店舗レジにて、お客様からコーヒーの注文を頂きコーヒーをセットしレジに戻った

ときに、予備釣りBOXが開いていることに気づかずに転んでしまい、BOXに左腕の

肘の周辺をぶつけ受傷した。

49

10

～

29

3 11~12

トイレ前通路で店長がのぼりポールの取り外し作業中、はみ出ていたポールに足を

引っかけて転倒し、通路の壁に左肩と頭を打ちつけて転倒した。 しばらく様子を

見ていたが、肩から首すじ、左腕の痛みが引かなくなった。

58

50

～

99

3 12~13
社員食堂の洗浄室において作業をしていた際、側溝の蓋が動いて隙間ができ足をと

られ転倒し、膝と額と左肩を強打し肩を骨折した。
55

50

～

99

3 14~15
事業場内厨房にて調理作業に従事中、厨房内を移動していた際に床下排水口の蓋の

上で滑って右足首を捻り、剥離骨折した。
54

10

～

29

3 10~11

ガスの開閉栓業務を行うため顧客先へ向かう際、路上をバイクにて走行中、前方の

路肩に駐車していた車の横をすり抜けた。 その際、当該車の陰に歩行者が見えた

ので咄嗟に避けようとブレーキをかけ、バランスを崩し転倒した。

26

100

～

299

3 11~12

被災者がトイレ清掃業務をしていたところ、店内放送で呼び出しがあった為、作業

を止めて急いで連絡を取りに行こうとトイレを出た際、足を滑らせて転倒し、右上

腕を骨折した。

59

100

～

299

3 6~7
バックルームにおいて、商品の仕分けを行い箱を積み上げていた際、床に置いてい

た箱を除けきれず、足を引っかけて転倒し、腰を強打し骨折した。
66

10

～

29



3 17~18
ピザの配達中、お客様先玄関先で雨に濡れた段差になっているタイルで滑り転倒

し、左手甲を強打した。
19

10

～

29

3 18~19

店内2F売場にて、買い物カゴ整理中、買い物カートのキャリー部分に足をとら

れ、前のめりに倒れた際に手をつき、左手親指付け根および左手首に繋がる部位を

受傷した。

63

50

～

99

3 21~22
被災者が閉店時に倉庫内の片付け作業をしていたところ、台車に躓いて転倒し、両

肘を伸ばした状態で床に手をついたため、両肘を亜脱臼・捻挫した。
41

100

～

299

3 4~5

明け方で薄暗い中、施設内の自転車置き場から事務所へ向かう階段を上がっていた

ときに足を踏み外して転び、階段（コンクリート）の角で腕を強打した。 通常は

電灯がついているが、当日はついておらず足元が見づらかった。

69

10

～

29

3 19~20

店舗巡回中、店を迂回後、本社に戻るため店舗前を徒歩で移動中、10メートル程

進んだところで、雨で路面のタイルが濡れていたため足を滑らせ転倒し、左足を受

傷した。

35

10

～

29

3 13~14

本の配達が終わり、店に戻ってきて裏の出入口より入りおトイレに行こうとした

時、右足のスニーカーの結んであるひもの輪が、左のスニーカの出ている金具に

引っ掛かり、そのまま知らずに足を前に出したので食い込んで、右足が前に出なく

なり右の膝と右の肩を床に強打して骨折した。

61
1～

9

3 11~12
店内厨房で洗い物を流し台に持っていく途中、グリストラップの蓋の上で滑って仰

向けに転び、腰を圧迫骨折した。
69

1～

9

3 13~14

配達先で、空箱を持ってトラックに戻る際、ぬかるみで足を滑らせ仰向けに転倒

し、右足首を捻ってしまった。 舗装されておらず、地面が部分的にぬかるんでい

た。

44

50

～

99

3 9~10

売場で冷蔵ケースの温度チェックをしたあと作業場へ戻ってくる途中、売場とバッ

クヤードの間のスイングドア付近において、折り畳んで通路わきに置いてあったグ

リーンマットにつまずいて転倒し、受け身を取れずに左半身を床に強打した。 閉
67

30

～

49



店前準備では頻繁に台車が往来するため、マットが汚れないように畳んであった。

3 11~12

バックルームにおいて発泡スチロールの片付け作業中、足を滑らせて転倒し、左肘

を床で強打し、骨にひびが入った。 普段床は濡れていないが、水産の発泡スチ

ロールが濡れていて、床が滑りやすくなっていた。

60

100

～

299

3 23~24
店内にて日配食品売り場より撤去作業中、社内の什器につまずき倒れ、左足膝関節

皿骨折、右手首捻挫を負った。
61

10

～

29

3 14~15

店舗駐車場にて、空のコンテナー（高さ15㎝×幅50㎝×奥行き40㎝）を6段重ねた

ものを、台車に載せて片付中、台車が滑って足をとられ、強く右肩を地面にたたき

つけるように転倒し、ひどい打撲を負い手が上がらなくなった。

70
1～

9

3 13~14

レジにてお客様がカートを押してレジに来たため、すぐそばに行きカートから買い

物かごを降ろし、後ずさりで所定の位置に戻ろうとした際、お客様のリサイクル

バッグが床に落ちている事に気付かずバッグの上で滑り、尻もちをつくように倒れ

た。 その際、咄嗟に左手を床についた時に左手首を負傷した。

58

30

～

49

3 8~9

スーパー総菜作業場で天ぷら作業の準備をしている時に、他の社員が置いたてんぷ

ら粉が入った段ボールが死角になり、左足を引っかけて転倒しそうになり、右足で

踏ん張ろうとして右足をひねって転倒し、右足脛骨腓骨を骨折した。

46

100

～

299

3 16~17
配達先の階段で新聞をポストに入れて階段を下りている時に、足を踏み外して左足

から落ちるかたちで転倒した。
31

1～

9

3 12~13
退勤しようと従業員階段を下りていた時、階段を一段踏み外し転倒し、左足を骨折

した。
50

100

～

299

3 14~15

惣菜揚げ物の加工室でチキンカツを上げた後トレーを取ろうとして移動しようとし

た時、床にあったダンボールに足をとられ、転倒しそうになったのでフライヤーの

淵に捕まろうと手を伸ばしたが、誤ってフライヤーの油の中に左手の手首あたりま

で入れてしまった。

57

100

～

299

100



3 20~21 厨房内の洗浄室で床濡れにより滑って転び、右大腿骨頭部骨折を負った。 62 ～

299

3 16~17
事業場から隣の病院へ届け物を持参する途上、小走りになった際に前のめりにな

り、右足を捻って負傷した（平坦な駐車場）。
49

1～

9

3 15~16
当社景品交換所内で来客に対応するため、畳の間に上がる際、段差に躓いて右足を

負傷した。
69

1～

9

3 10~11
倉庫でダンボールを搬出中、床の板がずれていたのに気付かず、足を取られて転倒

し、右肩を強打した。
54

1～

9

3 18~19

バックルームにて、テーパー箱に入っている商品の仕分けとテーパー箱の積み直し

を行っていた。 積んだテーパー箱（高さ120cm）の脇には、高さ210cmのゴンド

ラがあった。 被災者は検収台にあるセロテープを取りに行こうとゴンドラの脚を

跨いだが足が引っ掛かり転倒し、床に右手と左膝をつき、右手関節打撲を負った。

なお、ゴンドラとは商品（服）をかけておく移動式（コマ付き）棚である。

37
1～

9

3 18~19
インテリア売場で入荷商品の組布団を補充の際に、商品を運搬してきた長台車に躓

いてバランスを崩し、長台車に右手をついて転倒した。
63

30

～

49

3 12~13

厨房の床を清掃中だったため床が濡れていて、清掃が終わったので厨房前通路に出

していた台車等を中に入れようと通路に出たとき、自分の履いていたサンダルが濡

れていたため、滑って転倒し、左膝を床に打ちつけた。

56

10

～

29

3 11~12

サービスデリカ作業場のスイングドア近くで、カートに商品を乗せて売場に出そう

とした際、靴の底に油が付いていて、靴も少し濡れていたため滑って転倒し、右足

首を骨折した。

65

30

～

49

3 22~23

業務を終了し、自宅へ帰宅しようと営業所の駐車場に停めていた原付バイクのエン

ジンをかけ、1～2回軽くアクセルを握り状態を確認後、前進する為に再びアクセ

ルを握った際、急に前輪が上がった為、バランスを取ろうとしたところ、益々アク

セルを吹かす状況となり、バランスを崩し転倒した。

60

10

～

29

配達先で、料理の配膳中に廊下で滑り、足をひねって転び、左足に全体重がかかり
10



3 12~13
骨折した。

55 ～

29

3 12~13

社員食堂の厨房内で、お客様に呼ばれて急いで提供カウンターに向かおうとした

時、足を滑らせて転倒した。 床面に左手をついて体を支えようとした時、橈骨遠

位端を骨折した。

59

30

～

49

4
9～

10

厨房にて洗浄している際、作業台と配膳車の間を通ろうとしたところ、足が引っ掛

かり転倒し、左足ひざに食器のフタが入ったカゴが落下し負傷した。
71

1～

9

4
13～

14

被災者は、被災当日の勤務指定で、店内業務に従事していた。 被災者は、商品

（ビニール傘）を納品業者から荷受けするため、駅改札内にある保管庫へ向かう途

中、コンコース床面にあった四角い穴（約10cm四方）に右足先端を引っかけてし

まい、うつ伏せに転倒し右膝を強打した。 被災者は、傷や痛みはあったが軽傷と

思い、通常通り勤務を続行したところ悪化し、右膝蓋骨骨折・右膝蓋靭帯損傷・右

膝半月板損傷であると判明した。 なお、コンコース床面の四角い穴は、駅舎の雨

漏り排水のため暫定的に設けたものであった。

55

10

～

29

4
12～

13

デリカ温惣菜室の作業場で翌日の米飯仕込み中に、大型冷凍庫内から商品を出し入

れしている際、作業が終了し、他のパートナー達が床掃除をしている所で、冷凍庫

内で作業靴も滑りやすくなっていたため足から転んで、手で体を支えた為に手首を

骨折した。

59

50

～

99

4 8～9

敷地内にあるハウスで母の日用の鉢花を置いておくハウスに4人で寒冷紗をかける

作業中、被災者が左右のバランスを見る為にハウス内に入ろうとした時、入口に敷

いてあった板が前の日の雨で濡れていたため、滑って骨折をした。

46

30

～

49

4
10～

11

店舗調味料売場にて、棚にある商品を取る際に脚立を使用し下りる時に、下から3

段目～2段目あたりを踏み外し転倒し、右半身を床に打ちつけた。
43

50

～

99

4
10～

11

厨房から食材を持ちながら作業場に移動中、他人の交差のため一時待機し、再度歩

き始めた時に電源コードが緩んでいる所に左足をひっかけてしまい、転倒して左膝

を強打した。

53

10

～

29



4 7～8

自宅から自転車で店舗に出勤する際、お客様駐車場出入り口兼納品車出入り口か

ら、店舗の従業員が自転車をとめているスペースがある店舗裏側へ向かったとこ

ろ、いつもより店舗納品口よりにとまっていた納品トラックをよけようとしてハン

ドル操作を誤り、ハンドルを握ったまま左頭部から地面に倒れこみ頭部を打撲し

た。

51

10

～

29

4
12～

13

出勤時に、舗装されていない駐車場に車を止め、草の生えた所を歩行中、段差に気

付かず転倒した。
46

50

～

99

4
10～

11

ホテルパンを持って作業台へ移動していたとき、厨房内パイプに気がつかず躓き転

倒し、持っていたホテルパンで左ひじを切った。
60

50

～

99

4
14～

15

館内の物品保管庫へ食堂で使用する割り箸を取りに行った際、保管庫内で足がもつ

れ転倒し、股関節を骨折する。
75

10

～

29

4
21～

22

事業所トラック駐車場においてトラック荷台整理中、小走りで配達担当者のところ

に向かおうとしたところ、路面の凸凹に左足を躓き、前方に転倒して左足首と右膝

を負傷した。

39

50

～

99

4
18～

19

店内でコーヒーマシンの清掃作業中、床に敷いてあるマットに躓き転倒してしまっ

た。 その際に、右手手の平部分を床に着き、右手人差し指・中指・薬指の付け根

部分と手の平の中心部を骨折した。

57

10

～

29

4
11～

12

精肉作業場でパック詰めをしている時にトレーがなくなり、トレーを取りに行こう

としたところ床に置いてあったドーリーに足が引っかかり転倒し、右膝を打った。
23

100

～

299

4
11～

12

会計のお客様の対応のため、急いでレジに向かった際、足がもつれて転倒し、床に

左手をつき、左肘の骨折及び左手首の打撲を負った。
56

10

～

29

9～
荷物を持ちカウンターから出ようとした時、両手にもっていたため、足元にあった 50



4
10

キャリアに気づかず左足をのせてしまった。 その際、キャリアが動きそのまま後

ろに倒れ、後頭部を打ってしまった。

25 ～

99

4
22～

23

店舗閉店後、靴箱を隣のビルにある在庫倉庫へ移す際に、店舗シャッター前に置い

てあった空調清掃業者のビニールに足を滑らせ転倒した。 転倒した場所にプラス

チックBOX（空調清掃業者の物）が置いてあり、左脇腹を打ちつけた。

22

30

～

49

4
14～

15

レジ業務のため店舗本館から別館に向かう途中の横断歩道で、段差につまずき転倒

し、顔面を強打した。
48

100

～

299

4
19～

20

店頭にて応対中、お客様の駐車券を取りに行く際に滑って転倒し、左足甲が腫れ

た。
25

1～

9

4
15～

16

店舗内で宅配用の商品をカゴに入れて売場奥の宅配作業場へ持って行く時、作業場

手前の床に置いてあったダンボール箱につまずいて転倒し、青果の冷蔵ケースの配

水管を覆っている金属製カバーに脛を打ちつけ、左脛筋が切れた。

38

50

～

99

4
21～

22

閉店後にB2から4階へ入金するときに足がもつれ、荷物を持っていた為にかばいな

がら転倒してしまった。
60

50

～

99

4
9～

10

店舗内にてストローを補充するため、保管されている上部棚から取り出す際に、右

足をコールドテーブルに載せ、左足を洗浄機に乗せた。 左足を乗せた時に洗浄機

の取っ手に足がかかってしまい、洗浄機があいてバランスを崩し、後方に転倒し

た。

23

10

～

29

4
20～

21

スロープで冷蔵庫からカートと荷物を引き出そうとしているときに、冷蔵庫スロー

プ及び段差で荷物が下に落ちたため拾い上げようとして目測を誤り、落下転倒し

た。 当初は様子を見たが腫れがひず、後日に右足首捻挫と診断された。

22

50

～

99

4
14～

15

厨房内のグリストラップ（厨房排水の油脂を貯める装置）清掃時に濡れていた床に

足を滑らせ、グリストラップ内に落ちた時に右脇腹と右足を打った。
55

10

～

29

お客様の展示更新に伴うレイアウト変更の為、機材などの移動作業を行っていた。
300



4
9～

10

作業を補助する者がいなかったため、台車で運んだ卓上名刺カッター（重量約

26kg）を机の上に一人で持ち上げようとしたところ、重量を持ちこたえられず尻

もちをつくような形で転倒した。

49 ～

499

4
18～

19

お客様のポイントカード作成のためレジに駆けつけた際、足元にあった段ボールに

つまずき転倒した。
53

30

～

49

4 8～9
駐車場でゴミを回収中に誤って車止めに躓き転倒し、転倒時についた右手首を骨折

し、両膝と顔面も打った。
68

100

～

299

4 8～9

惣菜売場にて開店前惣菜商品陳列作業中に店内清掃が行われていた。 床清掃のた

めの薬剤が散布され、その拭き取りが不十分な状況だった。 陳列作業中に手に商

品を持ったまま滑り、尻もちをついた形で床に強打した。 左大腿骨骨頭部骨折と

診断され、ただちに骨接合の手術を受けた。

61

50

～

99

4
9～

10

売場で陳列商品の前出し作業をしていた際に、隣の通路へ移動しようとしたとこ

ろ、モップ掛けをしたばかりで床に水濡れが残っており、滑って転倒し、右足首か

ら甲にかけて捻挫した。

59

30

～

49

4
17～

18

バックルーム通路を通った時に、通路に什器のネットが放置してあり、その什器の

ネットにつまずき両ひざから転倒し左ひざを骨折した。
62

100

～

299

4
12～

13

たこやき・お好み焼き等の製造販売をする店舗内で作業中、接客の方へ移動し、ま

た鉄板の作業に戻ろうとした際グリストラップ付近で足を滑らせ転倒し、地面に膝

をぶつけ右足膝を骨折した。 当時、グリストラップのフタが濡れており滑りやす

かったのが原因と見られる。

30

10

～

29

4
17～

18

ゴミを捨てる為、店舗内倉庫へ行った際、倉庫内に置いてあった小キャリーの角を

踏み転倒した。 その際、左手首をついた（体をかばうため）ため、左手首を負傷

した。

49

30

～

49

18～
事務所内のホワイトボードで区分された別区画で作業中のスタッフに業務連絡を行 300



4
19

い所定場所へ戻ろうとした際にホワイトボードのキャスター台座部分に足をひっか

けてしまい、前方にあるケースと木板が顔に当たり、左頬に裂創を負った。

41 ～

499

4
15～

16

被災者が、バックヤードで他の従業員と業務の打ち合わせをしていたところ、イン

ターフォンが鳴ったので壁面のインターフォンを取って応対し、納品業者だったの

で、シャッターを開ける為にインターフォンの右横の壁に設置されているシャッ

ター開閉ボタンを、壁際に置かれた作業台（高さ1m×幅47cm×奥行50cm程度）

ごしに押そうと右に移動した所、足元に業者が持って来ていた食器洗剤本体1ケー

ス（縦21cm×横31.5cm×高さ19cm程度）が置いてあり、それに躓き右膝が内側

に入った状態で足首をあらぬ方向にぐしゃっとひねって転倒し、右足首を痛め、歩

行が出来なかった。

51

10

～

29

4
17～

18

店舗入口付近に置いてあるコーヒーマシンで豆の補充・点検作業した後にレジへ戻

る際、店舗内の正面入口に置いてあるマットの端を踏んだ時に足が滑り転倒した。
43

10

～

29

4 7～8
盛り付け室内で清掃後の片付けをしている際に歩行中転倒し、床面で右手首打撲、

頭部打撲及び内出血にいたった。
66

100

～

299

4
12～

13

本社配送センター内の惣菜部の厨房内において床掃除作業中に、濡れた路面を歩い

ていた際に転び、膝を強く地面にぶつけて膝の皿を骨折した。
66

100

～

299

4
16～

17

バックルームで荷物を片付けようとした際、傍にあったミニキャリーに気づかずぶ

つかり転倒し、右肘を骨折した。
63

50

～

99

4 0～1
店内シャンプー定番売場前の通路で、歩いているときにオイルのような液体が床に

散っていたため、滑って転倒した。
32

10

～

29

4
17～

18

飲料のロングカートを店内からバックに戻す時に女性アルバイト職員と二人で戻し

た時に、次の作業レジの応援に早く行こうとしてあわてていたので、女性アルバイ

ト職員の足にからまってしまい転倒した。

64

50

～

99



4
9～

10

レジ作業に入ろうとしたところ、レジのエリアに置かれていたラッピング途中の化

粧品が入った段ボールに片足（左足）を突っ込んでしまい転倒した。
48

10

～

29

4
16～

17

店の裏で卵を出そうとしているとき、卵の上の紙袋を横にどけた際に足元にあった

ダンボールに足が引っかかり転倒し、コンクリート地面に膝を殴打した。 一旦帰

宅したが、痛みが酷くなり、骨折と判明した。

54

10

～

29

4
14～

15

被災者が5段脚立に上り、倉庫の棚上に積んでいたオムツの箱を下ろそうとしてい

たところ、バランスを崩して脚立ごと転倒し、着地の際に左足の甲を負傷した。
43

100

～

299

4
16～

17

営業車にて営業配達中、顧客先に食材セットボックスを持ち走って移動したとこ

ろ、足を躓かせて右肩から地面に転倒した。
56

10

～

29

4
14～

15

パン売場にてパンの商品陳列中、床に置いた2枚重なった空のパン箱に右足がひっ

かかり、前向きに転倒し、右足の甲の部分を骨折した。
51

50

～

99

4
9～

10

サービスカウンターに入りタバコの鍵を取ろうとして向きを変えて踏み出した際、

サービスが混みあわてていたため右足をひねり転倒し、右足甲を剥離骨折した。
50

100

～

299

4
14～

15

店内で片付けをしようと、陳列の棚と棚の間の通路を空のナイロン袋を持って歩い

ている時に、通路右側に寄せて置いてあった段ボール箱につまずいて転倒し右手を

つき、右橈骨遠位端骨折を負った。

55
1～

9

4
15～

16

店舗外レジ横の野菜苗売場にて苗の補充作業中、お客様の使用していた買い物カゴ

に躓き転倒し、右手をついたときに痛みが走る。
57

10

～

29

4
20～

21

総合病院事業所厨房内にて、食器の洗浄中、洗浄機から流れてきたボウルを台車に

置こうとした時、台車のキャスターに足を引っかけ転倒し、右大腿骨を骨折した。
63

30

～

49



4
15～

16

レジ作業中に、床が濡れていたためカウンター内で滑り、右ひざを床にぶつけてし

まった。
41

1～

9

4
15～

16

駐車場にて3名でトラック後方よりタンスの積み込みを行っている時、タンスを移

動する際に車止めブロックに足がつまずき前方へ倒れ、右膝を打撲し膝皿を骨折し

た。

66

30

～

49

4
10～

11

売場内でカートを使って商品の前出しをする際、カートにつまずき右手をついて転

倒し、右手関節を捻挫した。
62

10

～

29

4
9～

10

朝出勤時雨が降っていた為、店内に入ったところの犬走りでかかとから滑って背中

を強打した。 呼吸や発生もできず、起き上がれなくなり、特に背中からみぞおち

にかけて痛みが強かった。

35

10

～

29

4 8～9
バックルームにて天板商品を取る際に、長脚立の上から2段目に足を掛けたところ

バランスを崩して左肩から落下し、左側鎖骨と肩甲骨が亜脱臼した。
26

1～

9

4
17～

18

店舗商品管理前で自転車にて下り坂の途中、急ブレーキをかけ、前輪がロックされ

て転倒した。
16

100

～

299

5
10～

11

荷捌室の入荷口付近で、入荷品を冷凍・冷蔵庫に収納した後、台車を荷捌室の定位

置に置き、作業場に戻ろうと振り向いた時、脇にあった別の台車に左足を引っ掛け

バランスを崩し、顔から前方に転倒した。

42

50

～

99

5
22～

23

事務所から過不足金がないか確認するためレジへ向かう途中、青果売場で夜間工事

があり、通路に置かれていた仕切板に気付かず踏んだ際に足が取られ転倒し、左肘

を強打した。

53

50

～

99

5
9～

10

日配の作業場の少し傾斜のある通路で朝の品出し後、一人で片付をしている時に台

車に乗せて運ぼうとしたところ、傾斜の段差に台車が引っ掛かり、倒れそうになっ

た物を押えようとして転び、左足を骨折した。

37

100

～

299

5
14～

15

昼休憩時間中、食堂フロア内をフロア用のスリッパを履いて食事をとりにカウン

ターに行く途中、昼食提供時の食器洗浄時のシンクからの跳ね水が床に飛んでいる 43

10

～



のに気が付かず、歩行した際に滑り転倒し、背中と頭を打った。 29

5 7～8
更衣室で制服に着替え、加食バックルームに向かう通路で、慌てて靴にかかとを入

れずに小走りし、転んで左手小指を脱臼骨折した。
53

50

～

99

5
15～

16

駐車場内にて、荷物の搬出を行っていた際に足が滑って転倒し、社用車に腰部を強

打した。
44

10

～

29

5
19～

20

ベーカリー作業場のフリーザー内で積まれた荷物を下ろしている際に、フリーザー

内の床が滑り易くなっており、滑って右足をくじいた。
33

300

～

499

5
11～

12

外レジ前にて植物の水やりを行っている途中、レジにて呼ばれたため移動しようと

した際に、什器（植物を入れるカゴ）がはみ出して置いてあり、それに足を取られ

て転倒し、左手をついて負傷した。

59

30

～

49

5
11～

12

レジカウンター内にて、清掃作業からレジ接客へ移動中、清掃用具（箒）に足を取

られ転倒したものである。 箒を立て掛けていたが、本人の方へ倒れ足を取られ

た。 倒れた時にカウンターのテーブルに手をついたがそのまま転倒し、右肩を強

打した。

49

10

～

29

5 8～9 弊社製造フロアにて、前にあった平台車に足が引っ掛かり転倒し、肩から落ちた。 73

50

～

99

5
11～

12

5階の接客ブースが汚れていた為、フロアの掃除を行っていた際、右手にゴミ箱を

持ちゴミ収集をしていたところ、突然バランスを崩して右手から転倒し、左足を

捻って左足に激痛が走った。

23

300

～

499

5 2～3
店舗の外で、台車返却作業後、店舗へ移動する際に雨で濡れ滑り易くなった床タイ

ル面で足を滑らせ転倒した。
35

10

～

29

14～ 営業先へ向かう移動中、歩道の側溝に左足を引っ掛けて転倒し、右足関節を骨折し
50



5
15 た。

56 ～

99

5
12～

13
出勤時に納品口に水が溜まっていたため転倒し、床に右腕を強打し骨折した。 58

100

～

299

5
15～

16

終業後、厨房出入口を出て校門へ向かう際、サンダルで砂利道を走った為、バラン

スを崩し右足首を外側に挫いた。
56

1～

9

5
14～

15

ダンボール片付け置場のある2階フロアで、空の段ボール箱の片付けをしている時

に、誤って空の牛肉のダンボール箱に躓き、右足の膝から転倒してコンクリートの

床に強打し、右膝を骨折してしまった。

62

50

～

99

5
11～

12

惣菜作業場にて床の清掃作業中に地面にあったホースの上を通行する際、左足で跨

いだ後、他者が持ち上げて浮いたホースに右足が引っ掛かり転倒した。
55

50

～

99

5
14～

15

社内にいて、受注伝票を取りに書類棚へ行き、席へ戻る途中、本来は通路ではない

場所を通った時に、ダンボール箱に躓いて転倒した。
45

50

～

99

5
12～

13

翌日の準備、片付け、下膳作業の際に慌てて外に出ようとして、他のスタッフの一

人と交差し、右手首をシンクの縁に引っ掛け転倒した。
57

500

～

999

5
10～

11

本社1階商品冷蔵庫内において、在庫の管理作業を行っていたところ、地面が水で

濡れていたため、滑って転倒した。
54

30

～

49

5
13～

14

厨房で食器類の収納作業中、濡れていた床で足が滑って転倒し、腰・左足・左腕

（特に肘から指先）を中心に床で強打し、右手で持っていた食器類で右足を打っ

た。

42
1～

9

5
13～

14

就業中、両替に行くために店を出て銀行まで徒歩で向かう際に、歩道脇の側溝の網

の金属蓋が雨で濡れており滑って転倒した。 その際に右後方に倒れ、右肘と左手 60

10

～



の平を負傷した。 29

5
11～

12

冷凍庫から出したフライの原料を持って作業場シンク前に行こうとした際、足がも

つれて転倒し、床に手を着いて右手首を骨折した。
62

50

～

99

5
15～

16

休憩終了後、1階農産付近のスウィングドアを出たところ、2～3歳の子供が視界に

入っておらず、気付くのが遅れぶつかりそうになり、子どもをかばって転倒し、左

肩を強打して脱臼および骨折を負った。

65

100

～

299

5
13～

14

バックヤード内、ウォークイン冷凍庫を清掃後、外に出た時に床が濡れていたため

滑って転倒し、左手をつき骨折した。
52

50

～

99

5 7～8

朝出勤して更衣室に向かう途中、雨天の為、床と靴が濡れていた為、店食堂の通路

床で転倒し、傘立てに頭部、床に尻部分を打った。 痛みはあったが着替えて作業

し、その後、我慢できずに早退した。

63

50

～

99

5
14～

15

調理場にて、清掃をしようと作業台を移動したところ、グレーチングのかかってい

ない溝に左足を突っ込んで転倒し、左足の立方骨を骨折した。
73

1～

9

5
13～

14

当社サービスカウンターで、カゴの整理をしようと思って、カゴを両手で持って

サービスカウンターから出ようとしたところ、誤って足下に箱があったのに気付か

ず、躓き転倒した。

48

100

～

299

5 8～9
被災者がバイクで出勤し、店舗敷地内の所定の駐輪場にバイクを停めようとしたと

ころ、傾斜になっていた為にバランスを崩して尻もちをつき、背骨を骨折した。
60

50

～

99

5 8～9

青果バックルームにて、店内清掃に向かう最中に、商品入荷量も多く狭い状態の

バックルームである上、当人の靴裏が濡れていた可能性もあり、またバックルーム

床も滑りやすい所もあった。 そのため滑って転倒し、右膝を強打して骨折した。

51

30

～

49

5
17～

18

マネキンの着せ替え作業中、服を着せたマネキンの全体のバランスを確認しようと

少しずつ後ろに下がっていたところバランスを崩し転倒し、受け身をとった際に右

手首を骨折した。

19

100

～

299



5
14～

15

仕立工場にて魚網の仕立作業中に、仕立に使用するロープを踏み、バランスを崩し

て転倒し、右手を強打した。
55

30

～

49

5
17～

18

マネキンの着せ替え作業中、服を着せたマネキンの全体のバランスを確認しようと

少しずつ後ろに下がっていたところバランスを崩して転倒し、受け身をとった際に

右手首を骨折した。

19
1～

9

5 0～1

倉庫内で作業中、スタッフの忘れ物を見つけ、靴を脱ぎ事務所内に入り忘れ物を渡

したあと、倉庫に戻るため事務所から出る際、十分に靴を履かないまま歩き始めバ

ランスを崩し、コンクリート床で足を滑らせ転倒した。 転倒の際、床に左手をつ

き、手首付近に強い痛みがあった。

28

50

～

99

5
11～

12

店舗厨房内で、作業台へ行く途中にグリストラップの鉄板の蓋の上で滑って転ん

で、右肋骨を2本骨折した。
69

1～

9

5
12～

13

惣菜部に業務中食材が足りず翌日分も含め買い出しに行ったところ、野菜売場の下

にディスプレイで置いてあるネットに足が引っ掛かり転倒した。 業務終了後に痛

みが酷くなり、左足の膝（皿の横）を骨折していることが分かった。

65

10

～

29

5
11～

12

店舗内で冷凍庫から商品を取り出す際、冷凍庫の取っ手を持ち扉を開けようとして

力を入れたときに手が滑り、後方に転倒してしまった。 開店準備中だったため、

後方に野菜コンテナ（プラスチック製50㎝×40㎝、高さ40㎝）が置いてあり、そ

こに右脇腹を強打した。 その後、痛みはあったが仕事を続けた。

66

10

～

29

5 6～7
休憩室から靴を履いて出ようとした時、立ちながら靴を履いたためバランスを崩し

て前屈み倒れ、コンクリート部分に手をついて骨折した。
63

1～

9

5
11～

12
鮮魚作業場にて清掃中、床のぬめりで転倒して右手首を骨折し、右腕を打撲した。 66

30

～

49

5
17～

18

郵便物を出しに郵便局に自転車で行き、帰ってきてタイヤの空気が減っていたの

で、空気入れをしていたところ、自転車を止めるバーに足が引っ掛かって挫いた。
50

1～

9

18～
お客様の接客中に刺身にワサビが付いていない事を指摘され、ワサビの小袋を惣菜 10



5
19

の奥の部屋へ取りに行って戻る時、惣菜の調理場を通り抜ける際、お客様を待たせ

まいと焦り、慌てて足がもつれて床で膝を強打し、左膝蓋骨を折った。

56 ～

29

5
16～

17

厨房で夕食の準備のため、はじかみを手に持って盛り込みの最中、床面が濡れてい

たため滑って転倒し、右肘並びに右肩を強打し負傷した。 尚、他の職員は全員安

全シューズを履いていたが、被災者のシューズは注文中であったため普通のシュー

ズを履いていた。

66
1～

9

5
9～

10

店内において、被災者が会計機の操作をするためレジの作業場内へ入る際に、レジ

近くの買い物カゴを置く台車の脚に躓き転倒し、床に手を着いて右手舟状骨骨折負

傷した。

53

50

～

99

5
9～

10

畜産売場で、惣菜商品（縦44㎝×横63㎝×高さ26cm・5㎏）を惣菜作業場に運ぼ

うとした際、手に持って移動していたところ、足が縺れて転倒し、左上腕骨頚部骨

折した。

60

50

～

99

5
11～

12

店舗内の調理場で米の研ぎ汁を排水する作業の際、米の研ぎ汁を排水するためマン

ホールを空けていて移動する時に足を突っ込んで倒れ、手を強打して左手の甲を骨

折した。

42

10

～

29

5
13～

14

惣菜部にて片付け作業中、野菜の入ったザルを持っていたため、左肘から誤って転

倒し着地した。
54

50

～

99

6
9～

10

開店時刻の前に、陳列棚に商品（菓子）を補充作業中、通路に置いた箱（補充する

商品の入ったダンボール）に左足が引っ掛かり、右膝から転倒し、右膝を床に強く

打ちつけて骨折してしまった。

70

50

～

99

6
13～

14

保育園への配送作業終了後、勝手口から配送箱を持ちながら後ずさりして立ち去ろ

うとして、後に下がり過ぎたために、50㎝弱の高さの階段からそのままの姿勢で

落ち、左足甲を捻挫した。

25

100

～

299

6
10～

11

水産作業室内にある冷凍庫へ、商品を出そうと入ったところ、床に氷が張っている

（当・前日、天井からの水漏れ故障があったのを周知していなかった）のに気づか

ず、足を滑らせ、尻もちをつく形で転倒した。（室内灯は点灯していた。） その
69

50

～

99



際、お尻と右手で体を支えたので、右手を痛めた。

6
19～

20

作業場からバックルームに資材を取りに行こうとした際、作業場の床が濡れていた

ため、滑って転倒した。 様子を見ていたために後日受診し、右肘を挫傷、打撲と

診断された。

49

100

～

299

6
16～

17

店内で両手で靴箱を持ち、在庫を移動している時に、配線コードカバーの剥がれか

けた部分に右足が引っ掛かってしまい、手を地につけることが出来ずに身体と腰を

大きく捻る様に転倒した。 激痛で動けなくなった。

29
1～

9

6
17～

18

農業作業室で梅の商品化作業をしていた際、作業の向きを変えるため足を動かした

ところ、 床に落ちていたスイカの皮切端（5cm位）に気づかず、その皮を右足で

踏んで滑った。 股開き状態になり、左足の膝を打撲し、左足首を捻った。

61

50

～

99

6
14～

15

品出しを終えて倉庫へ戻る途中（手には何も持っていなかった）に化粧品レジへお

客様を案内し、化粧品スタッフへ引き継いだ後、来た方向へ後ずさりをした時に化

粧品下にあった段ボールに躓き転倒し、手をついた際に負傷した。

62

30

～

49

6
11～

12

サービスカウンター内を歩いて移動していた時、何もない所で躓いて転倒し、右肘

を骨折した。
44

100

～

299

6
11～

12

業務により、当事業所内厨房において昼食の調理中、汚れたオーブン用鉄板、バッ

トを両手に持ち、洗い場へ向かった。 その際に誤って、床にある排水溝の蓋（グ

レーチング）に躓いて転倒し、左膝をグレーチング（鉄製）に強打・裂傷したもの

である。

63
1～

9

6
9～

10

当社玄関に入ろうとした時、玄関脇にある石段に躓き転倒した。 左足皿の部分を

強打し、左足膝高原骨折をしたものである。
51

50

～

99

6
14～

15

作業場にて、まな板の上に包丁を載せた状態で歩いていた際、掃除後で水はけが悪

く凸凹した床に躓き、横に転倒した。
42

30

～

49

15～ 作業場にて、商品パック詰め作業中に滑り、グリストラップが清掃中だった事もあ
50



6
16 り、グリストラップに転倒し、肩を骨折した。

63 ～

99

6
15～

16

作業前の発泡スチロール置場の床が濡れており、通行した際に滑って転倒した時、

右手を床について体を支えた。 当日痛みはなかったが、翌日に痛み、しびれが出

た。

55

100

～

299

6
15～

16

労働者の所属事業場にて、レジ業務に従事中、お客様のカートのカゴをレジ台に載

せてレジに戻る際、背中合わせでレジ業務を行っていたスタッフの足に右足が引っ

掛かり転倒した。

48

10

～

29

6
12～

13

営業所内作業場にて、食材の積み込み作業中に、地面に落ちていた空箱に足を引っ

掛けて転倒し、自立歩行が困難な状態となった。
64

10

～

29

6
10～

11

清掃中、モップを洗いに店舗裏の出入り口から外へ出ようとした時、搬入用に段差

へ渡してある鉄板が雨で濡れていたため、足を滑らせて転倒し、左膝をひどく痛め

てしまった。 しばらく市販の湿布を貼っていたが、痛みと腫れがひかないため、

治療を受けに行ったところ、左膝内側側副靭帯損傷と診断された。

39

30

～

49

6
18～

19

食堂厨房内で、調理場へ氷を取りに行く途中、床が濡れていたので足が滑り転倒

し、右手首を挫傷した。
63

500

～

999

6 8～9
調理室の配膳台の横を通り、配膳車を取りに行こうとしたところ、床が濡れていて

足をとられて転倒した。 その際、左手も床につき左手首を骨折した。
60

1～

9

6
18～

19

店舗ゴミ置き場入口でゴミを捨てようとしていたところ、備品置場から通路側には

み出したトレーに躓き、開いていたゴミ置き場のドアに左肩をぶつけて転倒した。
64

100

～

299

6
9～

10

店舗内から折り畳みコンテナを専用台車に載せて、戸外の定位置に戻す作業を繰り

返していたところ、外は雨が降っており靴底が濡れてしまっていた。 その作業後

に靴裏を拭かずに戸内に戻ったところ、床の上で滑って前のめりに倒れ、左膝の皿

の部分を打ちつけた。 最初は大したことはないと思い帰宅したが、段々膝の痛み

20

30

～

49



が強くなった。

6
16～

17
店舗出入口付近の駐車場にて、退勤時に躓いて倒れた。 40

10

～

29

6
11～

12

当該事業所において、被災労働者が、昼食の配膳が終わったため配膳車を引いて病

棟の廊下を移動していた際、人通りが多かったため配膳車を止めて待機しており、

人がいないことを確認して動き始めたところ、足がもつれてしまい転倒した。 前

のめりに転んで両膝を床に強打し、負傷したものである。

61

10

～

29

6
9～

10

店内（日配コーナー）で日配品出し中に、床に置いてあるダンボールに躓いて、商

品が置いてある所に左胸部、左腕を打った。
49

50

～

99

6
12～

13

調理室にて、回転釜の間を通った際に転倒し、手がうまく出せなかった為、右顔面

を打ち、右腕を捻るような形で倒れ込んだ為、腕が上がらなくなり、捻挫した。
19

1～

9

6
15～

16

店内の客用トイレにて床の清掃中に、洗浄後にモップ掛けをしていた際、足を滑ら

せ転倒し、右足太ももと尻を受傷した。
56

100

～

299

6
11～

12

納品先で、トラック後部にあるステップに乗り、商品をトラック荷台より荷下ろし

中に足が滑り、後方へ転倒した。
51

50

～

99

6 8～9

従業員用に借りている、隣接するビルの5～6Fにある駐車場にて、出勤時に車を降

りてエレベーターまで歩く際、タイヤ止めに躓いて転倒した。 その際、コンク

リート面で強打したため、怪我を負った。

67

500

～

999

6 7～8
売場付近にて、加工肉をバックヤードに取りに行く際、置いてあった商品を避けよ

うとして、上手く避けきれずに転倒した。
49

30

～

49

6
21～

22

仕事を終え、店舗最終出入口を出て駐車場へ向かう途中に、翌朝の荷降ろし用に置

いてあった、台車（長さ120㎝、幅42㎝、高さ20㎝）に気付かずに躓いて転んでし 60

100

～



まい、右肩を地面に強打した。 299

6
9～

10

店内にて、旧畜産厨房に包材のエアパッキンを取りに行く時、床に突き出た旧配管

の後の5㎝程の出っ張りに躓き転倒し、右手首と左足首を受傷した。
49

50

～

99

6
16～

17

店舗内にて梱包用荷物を運搬中、通路進行方向に他作業をしている人がいた為、避

けようとして避けた際、梱包用資材にぶつかり転倒し、膝を打った。
52

10

～

29

6
9～

10

開店前作業中、売場で足が滑り転倒し、手をついた時に手首を捻ってしまった。

床濡れ等ではなく、急いでいて、靴底がすり減っていた為、曲がり角で転倒してし

まった。

65

50

～

99

6
16～

17

被災者が脚立に登って作業後、床に下りる際、着地した足で方向転換しようとした

為、足を滑らせて転倒した。 その際、右手を床について右手首を骨折した。
55

50

～

99

6
10～

11

店舗バックヤードで、床洗浄機の排水をザルで受け、ゴミを受け取っていた。 ザ

ルのゴミをゴミ箱に捨て、振り向いたところ、濡れた床で右足を滑らせ、左手を床

に着いたところ、左手を捻って左手首を骨折した。

61

100

～

299

6 6～7
バックヤード階段の前にあったマットで躓き、階段で手を強打し、左手薬指から手

の甲にかけて骨折した。
68

100

～

299

6
21～

22

駐車場において、営業終了後に帰宅しようとした時に、敷地内にある車進入止ロー

プに足を引っ掛けて転倒し、右足首を骨折した。
51

1～

9

6
19～

20

店内フロアを退勤のため従業員出入口に向かって歩いている時、床が濡れており、

足を滑らせ後方向へ転倒し、左手首を骨折し、右膝を打撲した。
69

10

～

29

6 8～9
商品4パックを両手で持ち、補充しようとデリカ売り場に出たところ、床で滑って

転倒し、右肩・右足・右臀部を打撲した。
64

30

～

49



6 6～7

出勤後、ロッカーから店内に出ようと通路を歩いていた際、ゴミ箱から漏れた牛乳

のような液体が、床にこぼれていることに気付かず滑って転倒し、仙骨を骨折し

た。

53

50

～

99

6
9～

10

店内において、更衣室に行く途中の通路で、床に落ちていたビニール片に足を乗

せ、滑って転倒し、左手首・肩を強打した。
57

100

～

299

6
19～

20

構内で発泡スチロール通箱を両手で運搬中、足元にあった荷台ローリーに気付か

ず、足が引っ掛かり転倒した。 転倒した際に腰の部分を強打したが、周囲に気付

かれることなく即座に立ち上がって仕事を続けた。 帰宅後、腰部位に痛みが起こ

り、夜中は眠れないほどの激痛に襲われた。 診察の結果、外傷や骨等に異常は見

られず、痛みが治まるまで薬投与で経過観察となった。

69

100

～

299

6
14～

15

配達中、社用車を一時停止させて、保冷庫の中に乗り込んで、中を整理していた。

後ろに溝があることに気付かず左足がはまって倒れた。
28

10

～

29

6
13～

14

店舗西側バックヤード横のカゴ車置場で、ギフト送達用紙をトラック運転者に渡し

た後、カゴ車止めに足が躓きバランスが崩れ、体が前に倒れ、右手が体の下敷きに

なって骨折した。

66

50

～

99

6
12～

13

被災者が勤務中の店舗内においてレジ業務中に、お客様が購入された商品と同梱す

るための保冷剤を取りに、レジから約4m離れた冷凍ストッカーに小走りで移動す

る際、足を滑らせ（履物は靴）、体の左側に転倒し、左足を骨折した。

62

10

～

29

6
12～

13

店舗1階の青果バックヤードにて、ステンレス製の排水溝の蓋が濡れていることに

気付かず、蓋の上を歩いたところ、足を滑らせ転倒し、右手首を捻った。
64

50

～

99

6 7～8
店舗開店準備中、正面入口（商店街側）の階段で足を滑らせ転倒し、右手首を打ち

つけ右手首にひびが入った。
60

1～

9

6
9～

10

店舗バックルームで、椅子に上がり納品された箱の整理をしていたところ、椅子か

ら降りる際に足元にあったトレイの入った箱を踏み転倒した。
59

1～

9



6
16～

17

商品配送時、組合員宅に商品をお届け後、トラックに戻る際に坂を下り右に曲がろ

うとした瞬間、地面のコンクリートの凹みに気付かず躓き転倒した。 その際、手

には何も持っていなかった。

46

30

～

49

6 8～9

店内のレジ裏にあるフライヤー室から出来上がったフライヤー商品をトレイに入

れ、レジ横の陳列汁器に移すつもりでそれを持ち、ドアを開けてレジ側に出ようと

したところ、ドアのレジ側右下に置いていた買物かごに右足が引っ掛かり、膝をつ

いて前に倒れ、左膝蓋骨骨折をした。

69

10

～

29

6
10～

11

バックルームで、冷凍室内当日の準備のため商品3袋を出そうとした際、在庫が多

く作業床が凍っていたため滑って転倒し、仙骨を骨折した。
58

50

～

99

6
15～

16

被災者がタッパーを持って工場内を移動していたところ、パンに明太子を塗った天

板を持って移動するために振り向いた人と、ぶつかりそうになった。 それを避け

るため、止まろうとして滑り尻もちをついた。 その際に腕をぶつけてしまったら

しく、右腕に少しの変形と膨れが見え、病院に行ったところ、右腕の太い骨を骨折

しており、全治1ヶ月と言われた。

52

30

～

49

6
18～

19

レジ品出し部門にて、パート従業員（被災者）がレジ業務中、レジからサッカー台

へ移動する際に左手を伸ばした状態で転倒し、左上腕骨大結節骨折した。 （床が

濡れていた等の異常は無い。）

64

50

～

99

6
11～

12

店舗畜産冷蔵庫内において、商品を冷蔵庫内の10段カートに保管しようと、両手

で商品を持っていた時に、畜産冷蔵庫内の床の薄い氷で滑り、左足関節外側側副靭

帯損傷の診断を受けた。

55

50

～

99

6
16～

17

店舗従業員駐車場において、駐車場に隣接している植栽の枝切作業中、枝を集めて

後方へ下がった時に、右足が車止めに引っ掛かり左側に転倒した。 その際に左手

をつき、左手首を骨折した。

60

50

～

99

6
11～

12

弁当配達先の階段で、両手に荷物（弁当おかず12入×2コンテナ、ご飯10入×2ス

チロールを重ねた状態）を持って降りていた際に、最後の1段を踏み外してしま

い、両手がふさがっていたため、そのまま階段の角で腰を強打し受傷した。

41

50

～

99



6
12～

13

道路への出口の下りスロープ（長さ約6m、幅約5m、左側は車椅子用、右側は普通

のスロープ、中央部分は道路から約2mに約15㎝の段差あり）で、顧客への見積書

を1階の集合ポストに配達して帰る途中、段差に気付かずに右足を踏み外し、手を

つくことなく前方に転倒し、左肩・右顔面・右膝を地面（コンクリート）に打ちつ

けて負傷した。

54
1～

9

6
14～

15

調理室内の洗浄室にて洗浄作業をするため、エプロンを着用しようと洗浄機横の通

路を歩行中、排水溝のステンレスで足を滑らせて転倒し、左中足骨基部を骨折し

た。

39

10

～

29

6
10～

11

厨房でボールを持って移動中、ミキサーをかけていた人の後ろを通ろうとした。

ミキサーをかけていた人が振り向いて移動しようと１歩踏み出したと同時に被災者

も1歩踏み出したため、ミキサーをかけていた人の足に引っ掛かり転倒し、頭と肩

を打った。

68
1～

9

6
17～

18

総菜部厨房内で、退勤する前にグレーチングで足を滑らせて転倒し、右肘を強打し

た。骨折だった。
41

10

～

29

6
18～

19

当日出張先から戻り、そのまま支店に向かう途中、隣のビルの前で大雨で滑り易く

なっていたレンガ状のタイルの上で滑り転倒した。 両手はPC入りの鞄と傘でふさ

がれていたので気を付けていたが、左足を出した時に左足が滑り、右の膝から道路

に落ちた。 右膝の骨がポコッと出ており、膝の皿が割れたのが分かった。

45

10

～

29

6
12～

13

接客中、おにぎりを希望されるお客様が来られたので、キッチンに作りに行き、作

業台が空いていなかったので移動しようとした時、左足がコンテナカートの角に

引っ掛かり、踏ん張った右足が排水溝で滑ってしまい、体の右側全体を下にして転

倒し、右手をついた。 その際、右手の肘から下と、顎周辺を強打した。

51

10

～

29

6 8～9
レジの準備のため、菓子売場通路を通行中、水拭き清掃後の床拭き残しに足を滑ら

せて転倒し、腰を強打した。
68

500

～

999

6
10～ 午前中の休憩終了後、2F休憩室から出て靴を履く際によろめき、尻もちをつく形

78

100

～



11 で転倒した。 その際、左手親指付け根部分を床で打ち骨折した。
299

6
14～

15

職務中に気分が悪くなり、横になっていた。 その後、気分が悪くなりトイレに

行ったが、トイレの中で気を失って倒れた。 しばらくして意識がうっすらと戻っ

たので、誰かに助けを求めようとしてトイレから出たところ、再び意識を失って倒

れた際に右足小指を骨折した。

69

30

～

49

6
10～

11

倉庫から延びるスロープにて、在庫整理後、空のダンボールを持ってスロープを降

りる際に足を滑らせ、左脚に重心が掛かった状態で転倒し負傷した。 当日は小雨

が降っており、滑りやすい状態だった。

53

50

～

99

6
10～

11

弁当配達に出る際、客待ちスペースのエアコンから落ちた水滴で出来た水たまりに

足を滑らせ、転倒した。 転倒時、両手に弁当の入った袋を持っていて、左膝を強

く打ち負傷した。

49

10

～

29

7 11~12
厨房内で食材を運んでいる時、何かにつまずいたがトレーを持っており両手がふさ

がっていたため、転倒し右膝内側靭帯を損傷した。
56

1～

9

7 8~9
当日、冷蔵庫に製品を納入する作業をしている際、フロアが濡れていたことに気が

つかず、足を滑らせ転倒し、左手首を負傷した次第である。
57

1～

9

7 16~17
組合員宅の庭で、訪問が終わり車に戻ろうと歩いていたところ、欠けている側溝の

蓋に右足を引っかけてしまい転倒。 その際、右足甲外側を骨折してしまった。
54

50

～

99

7 18~19

お勘定場からストック場に向かうカーテン裏で別の販売員が作業しており、それを

避けようとした際にバランスを崩してしまい転倒。 左手に荷物を持っていたため

右手から床に手をついた。

59

10

～

29

7 11~12

品出しを終えて空の段ボール等を台車に積んでバックルームに運び入れていた時

に、入り口の段差を乗り越えた際に台車に積んであった段ボールが崩れ落ちた。

落ちた段ボールを拾い集めているときにバックルームに置いてあった荷物に躓き左

足をひねった。

49 ―

7 6~7

自動車通勤で、出勤時、終業前に、ベルク（テナント）指定の駐車場所（屋上）に

車を駐車し、下る階段へ向かって歩いていた際に、階段の手前に水たまりが、あっ 43

10

～



た。 避けて通過しようとして、足を滑らせ、転倒し、負傷してしまった。 29

7 11~12
当社店舗セルフレジ横において、セルフレジアテンダント業務中に、カウンター横

のペットボトルケースに躓き転倒し負傷した。
52

30

～

49

7 11~12

店内で、チェックアウト業務中にレジ台からサッカー台へ移動しようとした時、右

足をレジのカゴの中に入れてしまい、後ろに転倒して背中から倒れてしまい負傷す

る。

53

50

～

99

7 11~12

工業団地配水管布設工事（その1）において水道工事中、給水ホースを持っていた

時に、水圧が強くかかりホースを持ったまま1m近く飛ばされてしまい、止めて

あったダンプの角で強打した。

20

10

～

29

7 14~15

挨拶などのゲストと触れ合う業務前、レストルーム入り口のドアノブに手をかけ開

けようとした際、床が傘の水滴で濡れており、右足を前に滑らせ転倒。 左手を小

指から床面に打ち付け、両足を前に伸ばし尻もちをつくような体勢となった。 発

生後、左手小指・薬指・中指に痛みがあり、指を曲げられない状態となった。

（出演直前であったため、少し急いでいて焦っており、履物も私物の靴ではなく、

ゴム製の業務用共用サンダルだったため、滑りやすかった。）

56

100

～

299

7 11~12
朝刊配達中、配達三軒目でFタイヤがパンクしかけているようなので店に戻る時、

左にハンドルをとられ縁石に乗りあげ転倒。
44

100

～

299

7 15~16
当日、新聞の営業で営業先に行く時、道路から玄関先までの間歩いている時、段差

に足が躓き転倒し、左肋骨骨折・左手第5中手骨脱臼骨折した。
61

50

～

99

7 12~13
仕分け作業も終了し構内整理中にクールロールBOXパレットを引き寄せた際に左足

の小指、薬指がひかれ靭帯剥離となる。
60

50

～

99

7 9~10

上記日時、当店内投薬台後ろの通路で、受付した処方箋を調剤室に持っていき受付

に戻る際、投薬台の椅子が出ていたため、避けようとしてつまずき転倒し、右足甲 48

10

～



をはく離骨折したもの。 29

7 1~2
スーパーマーケットで勤務中、逃走万引き犯人を走って追いかけていた時、駐車場

入り口の車止めに足が引っかかってしまい、転倒してしまい右腕上腕を骨折した。
59

50

～

99

7 11~12
店内で、売り場からレジカウンター内へ、レジ打ちのため移動中に、濡れた床に滑

り、膝を床に打ち膝を骨折した。
61

10

～

29

7 11~12

資材館木材売場において作業中、2本のPPバンドでまとめられた状態の荷を外す

際、誤ってPPバンドに足を引っかけてしまい転倒した。 その際、パレットに接触

し右こめかみ部分を裂傷し転倒時に床に右手首を着いたため骨折したもの。

67

100

～

299

7 7~8
作業場前を歩いていたところ、床が濡れていたため滑り、転倒。 右足首靭帯損

傷。
50

100

～

299

7 9~10

店舗二階のお客様用トイレの出口において、トイレチェックが終わり出ようとして

いた際に、緩やかなスロープになっているのを失念して足を踏み出し、着地の感覚

が違っていたため踏み出した左足を捻り、膝と靭帯に損傷を負った。

63

50

～

99

7 8~9
あなごを取りに冷蔵庫へ行き、冷蔵庫から出ようとした際、足を滑らせ尻もちをつ

いて転倒。 尾てい骨を骨折、左足首の靭帯を損傷した。
55

50

～

99

7 10~11

店舗通路にてサービスカウンターに移動時足を滑らせ転倒した際、床に右足を打ち

負傷したもの。 接客の途中だったため店舗後方から急いで戻ろうとして小走りで

移動してしまった。

54

100

～

299

7 8~9
店内牛乳冷ケース前で荷出しをしていたところ、立ちあがろうとしたら、牛乳コン

テナに足をひっかけて、左膝をついて転んでしまった。
57

50

～

99

7 9~10
百貨店地下売場において、店より冷蔵庫へ行くため売場の外に出た際、通路の床に

引っかかる様な状態で転倒し右上腕部を骨折する。
70

10

～



29

7 15~16

サンダーを使用して研磨業務をしており作業を終えた半導体を作業者の後ろにある

台車へ移動の際、作業台の下から伸びているサンダーのコードに足をひっかけ転倒

した。 半導体を両手で持っており、転倒時に地面と半導体に左手中指が挟まれる

形となり左手中指の付け根から第二関節あたりまで4針を縫う怪我。

25

10

～

29

7 10~11

昼食弁当の配達先である配達場所に弁当を運ぼうと、配達車両からバット（おかず

6個、ライス5個等）を持って降りたところ、配達車両の横にあったパイプの止め

具に右足がひっかかった。 弁当は落としてはいけないと思い、前のめりに左足つ

まさきから着地した時、体の全体重が左足親指に掛かり骨折したもの。 当日は会

社から湿布を2枚もらったが、痛みが続いた。

51

100

～

299

7 16~17

アジフライを揚げ終え、ザルからバットに移し替える際、床に敷いてあったダン

ボールにつまずき、フライヤーに左腕を突っ込んで左肘付近から左手首にかけて温

熱熱傷した。

40

50

～

99

7 11~12

商品を5階の組合員さんにお届けするため、階段をのぼっている際、ポケットに入

れていた鍵が出てきており、足に絡まった。 それにつまずき、膝からこけ階段に

ぶつけてしまった。

18

10

～

29

7 8~9

会社の建物の外の通路で、会社の建物から出た時（歩いて）、通路を出たところに

ある、雨で濡れていて滑りやすくなっていた枕木で滑って転倒して左くるぶしを骨

折した。

55

10

～

29

7 8~9
小走りで移動中、カフェと通路の境目の床面が濡れていたため、滑って転倒した

（朝礼開始時）。
45

10

～

29

7 7~8 仕事中に厨房で滑って横転し、手をついた時に、骨が折れた。 42

10

～

29

7 14~15

水産部作業場にて荷物を取りに行こうと歩いている時に、濡れた床で足が滑り、尻

餅をついた。 その際咄嗟に出した右手を加工台にぶつけてしまい、右手薬指に激 52

50

～



しい痛みを感じた。 しばらく様子を見たが痛みが引かなかった。 99

7 11~12

店内の飲料コーナー棚卸し作業をしている時に、5段まで積んであった2Lペットボ

トルの箱（縦19cm、横33cm、高さ31cm）を下ろそうとした時にバランスを崩

し、ペットボトルの箱を持ったまま右側に倒れた。 その時、右手首を床にぶつけ

てしまった。

59

100

～

299

7 20~21

通路にて閉店作業のゴミ捨てから戻って来た際に一緒に作業をして隣を歩いていた

同僚がつまずき前のめりになってふいに左腕を掴まれたためそのまま二人共転倒し

負傷したもの。

66

10

～

29

7 14~15
事業場の厨房内で、ゴミの片付け作業を行っているときに、足元に置いてあったハ

カリに足を引っ掛けてしまい、負傷した。
35

10

～

29

7 8~9

新店の面接を行うため車を停めた。 事前に上司から伝えられていた場所と違う場

所に駐車した事に気付き精算を済ませ車に向かって走り出した。 その際空いてい

る駐車スペースのロック板に躓いて転倒した。 左膝を骨折した。

39

10

～

29

7 15~16

休憩取得のため社員室に向かう中、ペットボトル2本を両手に持ち、バックルーム

通路を小走りしていたところ、何もないところでつまずき転倒。 床で右膝を打っ

た。

60

50

～

99

7 13~14

クライミングウォールでお客さんの課題を作成中に、のぼり降りをしていて足を滑

らせて下まで落ちた。 落ちた時にマットの隙間に指先が入りこみ足首をひねり転

倒。 その時衝撃で踵の骨が折れた。

41

10

～

29

7 10~11

事業所内にて、調理場で調理したコロッケを売場に運ぶため、両手にコロッケを持

ち売場に向かい通路を歩行中、通路の床面が水で濡れており、足を滑らせ転倒して

尻餅をつき、尾てい骨を強打した。

60

100

～

299

7 15~16

バックヤードの共用冷凍庫内に冷凍食品を取りに行った際、足を滑らせ転倒。 そ

の際、床に手をついてしまい病院で治療を受けた。 右手首の骨にヒビが入る怪我

を負った。

64

50

～

99

厨房で、洗い終わったザルやボウル等を所定の位置に収納しようと移動中、足が 10



7 20~21 滑って転倒してしまい、左手を床についたときに左手首を捻った。 どうにか大丈

夫かと思ったが、症状が悪化した。 左手首骨折との診断を受けた。

55 ～

29

7 18~19

ゴミを捨てに行き、ゴミ庫の前にて床面が濡れていたのに気付かず滑り転倒。 お

尻から転倒し、支えようとして床についた左手に激痛。 骨にヒビが入っていると

の診断を受けた。

22

50

～

99

7 7~8 廊下で滑り止めにつまずいて転倒。 その際、左肩、左腕、左足を打撲。 64

10

～

29

7 16~17 ピーク時になり商品を移動する際に足を滑らせ、左足を骨折した。 66
1～

9

7 12~13
作業中作業場所を移動するため動いたところ他の作業員の足がひっかかり転倒。右

肘を床で強打したもの。
52

50

～

99

7 13~14
レンタルDVDの管理作業中に作業のために置いていたダンボールに足をひっかけつ

まずいてこけた。
57

50

～

99

7 11~12

精肉作業場で両手に荷物を持ったまま歩いていた時に足元に置かれていたダンボー

ルに気づかずにつまずいた。 その際に目の前の冷凍スライサーの角に左ワキ下を

ぶつけ、肋骨を3本骨折している事がわかった。

47

100

～

299

7 15~16

食堂に勤務しているが、交替で食材の発注をしている。 この日は当番で売店にあ

る電話でFAXをするため食堂から売店へ行く途中、扇風機（家庭用）のコードが

あったことに気がつかず、コードに足が引っ掛かり転倒して両膝・両手の平を強打

し、椅子に頭をぶつけた。 膝の皮膚が裂け、出血した。 （床はビニールクロス貼

り）

49

10

～

29

7 12~13

青果加工場において被災者が売店の商品在庫の有無を確認するため売場へ移動する

際、加工台の横に荷物を積んだコンテナにつまずき転倒した。 誤って左肘を床に

つき、骨折した。

58

50

～

99



7 11~12

レジ応援に呼ばれて走って向かっている途中、親レジ後ろ袋詰め側の床にある、デ

ジPOPのコードとレジ後ろのコンセントに差している70cm程度のコードに足を

引っ掛けて転倒した。 コードは引っかからないようにガムテープで対策をとって

いたが、多少剥げていた部分のコードに引っ掛けてしまった。 転倒した際に左手

首と左膝を強打した。

51

10

～

29

7 9~10
屋外資材セメント鉄筋売場にて、お客様の希望商品を奥の方から取り出そうとして

バランスを崩して転倒し、右ヒジを怪我した。
48

30

～

49

7 8~9

当社駐車場内にて被災。 被災者が駐車場に自家用車を停め、車を降りて歩いて事

務所へ向かっていたところ、駐車場内の窪みに足を取られて転倒し、その際に左腕

を地面に打ち付け負傷した。

53

30

～

49

7 15~16

資材館入口付近で接客中、お客様問い合せの不明な点を社員に確認しようと、

フォークリフトを運転中の社員の所へ行こうとしていた。 その際フォークリフト

の前方の「爪」の存在を忘れて、そのまま前へ回り込み「爪」につまずき転倒し被

災した。

61

10

～

29

7 15~16
当社にて、移動用ダンボール箱を探している際に、段差につまずいて転倒した。

この時に受傷した。
55

1～

9

7 12~13
店駐車場において、勤務を終了し、店を出て駐車場を歩いて帰宅する際、駐車場の

車止めに気づかず、躓き左肩から横転し、左腕を打撲負傷した。
63

30

～

49

7 6~7
控え室から厨房へむかう廊下の床が結露で濡れていたため、滑って転倒した。 そ

の際に背中を打った。
47

1～

9

7 8~9
会社に入る際、玄関前の泥落としの敷物に滑って右足首を捻挫した。 その日は

シップを貼って仕事をした後、靭帯損傷と診断された。
40

10

～

29

7 13~14

精肉作業場から売り場に出ようとした時に、作業場出入口の5mm位の溝（段）に

つまずいて転倒した。 その際、右手、右肩、右腰を強打し、骨盤、肩の骨にひ 56
1～

9



び、手首を骨折した。

7 8~9

店内の冷凍食品・アイス売り場通路を歩いていた時、冷凍食品の入っているカーゴ

車が水滴で濡れていた。 その水滴が通路に落ちていたところを通り、足を滑らせ

て転倒し左肩・腕を床に強打し負傷した。

48

10

～

29

7 16~17

厨房内を歩いて移動中、グレーチングの上で滑り尻餅をつきそうになったため、

とっさに右足で身体を庇い、右手首を痛めた。 グレーチングは滑りやすいため、

気をつけていたが、滑った。 清掃状況、作業工程、作業靴の劣化等については問

題なかった。

67

10

～

29

7 11~12

事務所2階から備品を元の場所に戻すため、手に持って階段を下りていたところ、

最後の1段を踏み外し、右足首をひねって倒れた。 痛みがなかったのでそのまま仕

事をしていたが、次第に痛みだした。

43
1～

9

7 10~11
厨房から売場へ移動しようとして洗い場前で足を滑らせ、うつ伏せの状態で倒れ左

鎖骨を骨折、左手首は捻挫した。
23

1～

9

7
17～

18

調剤中、調剤室と待合室の出入口を通過する時、フロアマットの下になっている電

話線がずれていたため、その縁に足が引っかかり、転倒した際、両手を床につき負

傷した。 右上腕部骨折と診断された。

64
1～

9

7
16～

17

店内から事務所に向かうために鮮魚作業場前の通路を通った。 その周辺を清掃中

で水と洗剤が撒かれていた。 その上を普段通り歩いたら足を滑らせてしまい、尻

もちをついた。 その際、思わずかばうために右手をついて、変にひねってしまっ

た。 すぐに激痛が走り事務所で手首を冷やした状態で安静にして救急車で病院へ

行った。

52

50

～

99

7
17～

18

2階廊下において、食堂へ行こうと歩いていたところ、履いていた履物が脱げそう

になってつまづき、体勢を崩して転倒し左膝を強打した。
61

1～

9

7
18～

19

保冷庫内で整理整頓作業をしている時、同部門の別の作業員が保冷庫の明かりを消

灯する。 保冷庫内が暗くなり周りが見えない状態になり、慌てて動いたことで転

倒する。

53

50

～

99

10～ バックルーム作業場前でドーリーでスイカを売場へ出そうとした際、ドーリーに躓
50



7
11 き転倒。 床に左足膝をついて皿を痛めた。

61 ～

99

7 8～9

当社のデリカコーナーにおいて、床の清掃作業中に床が濡れていたのと洗剤が撒か

れていた状態で、被災者がそれに気づかずに作業をしていたために滑って転倒し、

左手を床面に強打した。 尚、被災者は応援で就労していた。

58

10

～

29

7
19～

20

病院内厨房にて洗浄中に横に移動しようとした際に、下に敷いていたマットで足が

滑り、両足が開いてしまい、支えきれず膝をついてから後ろに倒れ、その際に膝を

捻る状態になり負傷した。

61

10

～

29

7
17～

18

業務が終了し、帰宅するため駐車場に向かい歩いていたところ、側溝の段差に躓い

て転倒した。 その際、両手に手荷物を持っていたため、顔から転倒し負傷したも

のである。

47

50

～

99

7
11～

12

店舗農産作業場から店内売場に入るスイングドア付近において、売場点検の際、店

内に入ろうとしたところ、床に敷いてあるマットの端が浮いていたため、右足つま

先がマットに引っ掛かり、右腕から前方に転倒し、右胸を床に打ち負傷した。

58

100

～

299

7 6～7

朝、出勤打刻前、ロッカー（4階）で着替え終わって、店舗バックヤード階段を降

りてくる途中、1階～2階の踊り場から1階階段下に向けて階段を踏み外し転倒し、

肩や足腰の打撲と内科的要因による気持ちの悪さなどの不快感が生じた。

45

50

～

99

7
11～

12

店舗売り場内にて、商品に価格が付いていなかったため、売価の確認に行く途中、

製氷機前の床に敷いてあるマットが溶けた氷で濡れていて、気づかずに通ったとき

にマットごと滑って転倒した。

65

50

～

99

7
11～

12

手芸の講習中、椅子の脚に左足が引っ掛かりよろけた後、1m程先にあるミシン什

器の鉄板の角に顔をぶつけた。 手には何も持っておらず、転倒時、先に手をつい

た際に指1本で体全体を支えたため、骨折につながったと思われる。

44
1～

9

7
16～

17

事務所から勤務先店舗への移動中、事務所前の階段を降りていた際、段差を1段踏

み外してしまい、着地の際に左足首を捻った。
38

10

～

29

業務中、空のダンボールを捨てるためダンボール置き場に行ったが、ダンボールが
50



7
12～

13

置いてあるコンビ（荷物用台車）がなかった。 空のコンビを運ぼうとしたとこ

ろ、少し下り坂になっていたため倒れてしまった。 その際、左足の指が下敷きに

なり、薬指と小指を骨折した。

63 ～

99

7 6～7

店舗駐車場に設置してあるゴミ庫前にあった空カゴ車を店舗軒下に移動しようとし

たときに、空カゴ車が地面に引っ掛かり（フラットな地面で引っ掛かる要素な

し）、カゴ車が前に倒れた勢いで前のめりになり、受け身をとったが肩から落ちる

形になり、鎖骨を骨折した。

41

50

～

99

7
16～

17

女子更衣室の中で立ち上がろうとしたとき、マットがずれて、そのマットに躓き転

倒し、肩と首を打った。
50

50

～

99

7
22～

23

臨店先の店舗にて作業終了後、搬入口付近にある車止めチェーンに足を引っかけ転

倒し、右肘上部を骨折した。
44

50

～

99

7
15～

16

食品売り場で、客の駐車券を発券機に通して返すときに左足が躓き、駐車券を持っ

たまま前に転んだ際に、左足の膝・鼻・前頭部を床に強打した。
55

1～

9

7
9～

10

廃プラスチック減容機で圧縮した廃プラスチックを結束するため、扉を開いた状態

で減容機の左側へ移動した際、開いた扉に引っ掛かり、後ずさりする形でバランス

を崩し、尻もちをつく格好で転倒して負傷した。

50
1～

9

7
10～

11

店内レジにてチェッカー業務中、客が購入するたばこを隣のレジに取りに行く際

に、会計後に袋詰め作業中の別の客が、サッカー台から後ろに足を出して移動した

とき、引っ掛かって転倒し、左半身を強打して左胸肋骨を骨折した。 その際、胸

ポケットにペンを差しており、そこに体重がかかり骨折を招いた可能性がある。

64

50

～

99

7 8～9

スイングドア付近にて、バックヤードから店内へ商品陳列に行く際に、什器から水

漏れが発生し、拭き取りをしていたとき、水で漏れていた床で滑り、前のめりに転

倒し、左膝を床に強打し、左膝蓋骨骨折を負った。

54

30

～

49

7
11～

12

店舗内において、お客様対応のため、バックヤードからレジカウンターへ移動して

いたとき、足元不注意により、床に置いてあった納品物（コンテナケース）に躓 20

10

～



き、前方へ転倒した。 その際、床面で左肘を強打し、負傷したものである。 29

7
20～

21

閉店のため、ショーケースの掃除作業中、濡れていた床で滑り転倒し、右手を負傷

した。
59

1～

9

7
16～

17

鮮魚売場にて、バックヤードから店内に出たとき、床に敷いてあったマットに躓き

転倒した。 その際、両手に商品を持っていたため、左足と顔面左側を打ちつけ

た。

64

50

～

99

7
11～

12

店内青果コーナー通路にて、荷出し業務を終えて事務所に向かおうとしていたと

き、足がもつれて転倒した（床には特に原因は無し）。 その際、左側から床に落

ち、左肩を骨折、左肩周囲と額に打撲を負ってしまった。

65

100

～

299

7
15～

16

百貨店1Fのゴミ廃棄箱にゴミを投入する際、薄暗かったため足元の状況が確認で

きず、足を滑らせて転倒した。 その際、通常は置いてない箱に立て掛けてあった

大きな角材に接触し、角材が倒れて足に当たり骨折した。

68

10

～

29

7
10～

11

加工場にて荷物の積込作業中、荷物に躓き転倒し、右脇腹・右背中・左膝・左足首

を打撲し、肋骨を骨折した。
58

10

～

29

7
9～

10

当社出先の事業所内、厨房洗浄室の下膳車プールにて、朝礼に行こうと移動してい

たとき、コップの蓋が落ちていたので、拾おうとして右に体重がかかり、体のバラ

ンスが崩れ、右横方向に転倒し、右腰から足を打ちつけて大腿骨を骨折した。

67

30

～

49

7
17～

18

従業員駐車場からバックルームに入る外の通路で、カゴ車留めのチェーンを跨ごう

として、チェーンに足が引っかかって転び、右膝を打った。
65

100

～

299

7
17～

18

事業所厨房内にて、カウンターに置かれていた炊飯ジャーに向かって歩いていると

き、足が滑り転倒し、手をついて左腕を骨折した。
67

10

～

29

7
15～

16

食堂内の板張りの床の段差で足を捻じり転倒した。 その際に、右足骨折・右肘捻

挫・右前腕挫傷を負った。
20

50

～

99



7
11～

12

1つのレジにお客様が多数並ばれていたため、別のレジを開けようとレジカウン

ター内の作業台からレジへ向かう途中、目眩がして転倒した。 倒れた際に、レジ

下に設置しているシュレッダーに左顔面を強打し、左眉上にコブ、目の下にアザ、

左肩と左膝を打撲した。 なお、被災者は、もともと貧血症であった。

46

10

～

29

7 8～9
鮮魚加工場裏のバックヤードで、空カゴ車の片付けをしていたとき、床面が濡れて

いたため、滑って転倒し、腰を強打し骨折した。
69

50

～

99

7 6～7
店内で作業中、小型カート（背が低い）を足で操作しようとしたため、足をとられ

て転倒し、右足太ももの裏を痛めた。
53

50

～

99

7
11～

12

就業場所厨房にて調理作業中、仕込みをする場所から盛りつけを行う場所へ移動す

る際に、ゴム製の靴を履いていたこともあり、つんのめって前から転倒した。 そ

の際に右手を床についたため、全体重が右手にかかった。

61

10

～

29

7 8～9
店舗駐車場で清掃中、車止めに気付かず躓いて転倒し、右膝と左手を負傷した（右

膝打撲・血腫、左第5指中手骨骨折）。
63

10

～

29

7
12～

13

屋外売場レジ付近で、レジ小屋から外へ出る際に、レジ小屋内を冷却していたス

ポットクーラーが通路を狭めていたため、体をひねり無理な体勢で通行しようとし

たところ、よろめいて転倒し、右大腿骨頚部骨折を負った。

57

30

～

49

7
9～

10

当該事業所において、朝食提供後の洗浄中に足元が濡れており、エプロンと長靴も

濡れてくっつき、そこに足が引っ掛かり転倒し、右膝を強打した。
53

1～

9

7
16～

17

惣菜の調理途中、使用する野菜がないことに気づき冷蔵庫に取りに行った際、滑っ

て左膝を打撲した。 転倒時に膝の内側と足の付根を捻じり、夜になって痛みが強

くなり、腫れて動けなくなった。

53

50

～

99

7 8～9

事業所において、残菜を捨てに行こうとした社員と、洗浄器用ラックに急須を入れ

て洗浄器に向かっていた被災者が、食器乾燥機の扉が開いていたためにお互いの姿

が見えず、ぶつかりそうになり、避けようとしたはずみで滑って転倒した。 発生 59
1～

9



場所が洗浄室ということで、床が濡れており、持っていた物を落とさないように意

識した結果、転倒した際に左足首を捻った。

7 8～9
店舗水産冷凍庫において、商品の品出し後、冷凍庫から次の商品を取り戻る際に、

冷凍庫の床が凍っていたため転倒し、頭部と腰を打撲した。
55

50

～

99

7 5～6
厨房内の回転釜前で、水が入った炊飯器の水を捨てようとシンクに向かって歩いて

いたとき、躓いて転倒し、左膝に骨折を負った。
55

10

～

29

7
14～

15

当社店舗にて、ピザの配達のためバイクで出発したとき、店舗の前の道路で右へ曲

がろうとしたところ、ハンドル操作を誤り、その場でバイクごと倒れ、右足を負傷

した。

20
1～

9

7 3～4

店舗にてデイリー（惣菜）のパルティナを店内へ運ぶ際、他のスタッフとぶつかる

のを避けるため、停止したが、反動で後方に転倒し、左足小指の付け根にパルティ

ナのキャスターが乗っかった。 また、転倒の際に尻もちをつき、右手を着いたと

きに右腕を痛め、左足小指、右臀部、右腕に受傷した。

56
1～

9

7
19～

20

お客様から注文を受け、食材を集め調理をしようとしたとき、足を滑らせ尻をつ

き、立ち上がることが出来なくなった。
65

10

～

29

7 8～9

店内水産作業場において、マグロの解凍をしているときに、作業台に水除けのため

に巻いているビニールカバーに引っ掛かり、足を滑らせ転倒し、床で膝を打ってし

まった。

47

50

～

99

7
14～

15

鮮魚部の冷蔵庫で、箱に入った商品（塩干物）を出し入れする作業をしていたと

き、冷蔵庫に入って右側の商品を載せて置いてあった台車に右足を引っ掛けてしま

い、前のめりに転倒した。 転倒の際、両肘・両膝をコンクリートの床に強く打ち

つけ、右肘・両膝を打撲し、左肘を骨折した。

65

50

～

99

7
14～

15

惣菜部の厨房において、米を持ってフライヤー前を歩いたとき、床に付着した油で

滑り、恥骨を床に打った。 その後も勤務を続けたが、痛みがとれず、後日に病院 69
1～

9



を受診したところ、骨折と診断され、翌日から入院した。

7
9～

10

法事用祭壇のベースを設置し、それに水を入れるため、ホール内のキッチン（ホー

ル床より約30㎝の段差で低くなっている）で如雨露に水を入れ、ホールに帰ろう

としたとき、段差のある上り段の手前の床で左足が横に滑り、前方に倒れたため、

段差の角（硬質の廻り縁あり）に左足膝を強打した。

40
1～

9

7
14～

15

事業所にて食器洗浄作業の途中、厨房にある台車を取りに行く際、何かに躓き転倒

し、肩を強打した。
63

1～

9

7
12～

13

荷捌室で什器を取りに小走りしようとしたとき、清掃用具前で左足が滑り、その拍

子に左膝皿がずれて戻り、バランスを崩して転倒した。
36

1～

9

7
17～

18

入口交差点の歩道にて、徒歩シーンのCM撮影中、スタート合図の前に動いてしま

い、ストップがかかったために元の位置に戻ろうと、両手を挙げる動作とともに、

右足を軸に時計回りに体を反転させた。 このときバランスを崩し、前方に転倒

し、体を支えようと地面についた右手の手首を骨折した。 更に顔面を強打して、

左まぶたの裂傷および差し歯3本を破損した。

75

10

～

29

9
17～

18

お客様宅に500?冷蔵庫を設置の為、車の荷台から冷蔵庫をおろす際に、下にあっ

た板台車の上に降りてしまい転倒。 冷蔵庫が倒れてきたので冷蔵庫の下に入り両

手で受けとめたため、手が冷蔵庫の下敷きになり骨折。

46

10

～

29

9
14～

15

場内でお客様を案内する為市場内を歩いていた際、濡れた通路に足をすべらせて転

倒した。 その際左手を通路につき左手首を骨折した。
66

1～

9

9
9～

10

業務時間内の休憩から戻った際、敷地内駐車場の入り口で雨で濡れていた為、段差

で滑って躓き転倒し、右手首を骨折、両手掌に擦過傷、両膝を打撲・擦過傷、右足

指（5本）・甲を打撲し捻挫した。

52

50

～

99

9
9～

10

住宅地にて、ガス配管工事作業中、工具を取りに移動しようとした際、足元に敷い

てあった板の上で、誤って足を滑らせ転倒し、右足首を骨折受傷した。 なお、作

業時、足元に障害物は何もなかった。

53
1～

9

9
15～

16

お客様の商品を、魚業の駐車場にある車に積み終えた後、足元を確認せず車輪止め

に右足をひっかけて右肩から転倒した。 右肩脱臼、右足親指骨折した。
33

1～

9



9
15～

16

敷地内において業務が終了し帰宅するため駐車場に向かう途中、敷地内公園の低木

（ツゲの木約40cm）に左足が引っ掛かり転倒してしまった。 帰宅後、ひざが腫れ

てきたため受診したものである。

52

10

～

29

9
18～

19

カゴ回収をしている際、誤って回収カートに足を乗せてしまい、そのまま転倒して

足首付近を挫いてしまった。 その時、カートが走ってしまった為、踏ん張りがき

かず事故になった。

52

100

～

299

9
19～

20

特別養護老人ホームに於いて、厨房から外のゴミ捨て場にゴミ捨てに行き、厨房に

戻ろうとした時に雨が降っており、地面が濡れていた為足がもつれて転倒し、右半

身部分を打撲し受傷したものである。

70
1～

9

9 8～9

幅約150センチの通路の右側に、幅約40cmの長台車を置いて品出し作業をしてい

た。 長台車に積まれた段ボールを別の通路に移動させるため、自身が長台車の左

側に移動する際、右足が長台車に引っかかり転倒した。 両手がふさがっていたた

め膝から転倒し両膝を床に強打した、特に右膝が痛かったが作業を続けた。 しか

し、しばらくして、歩行が困難なくらい痛みが強くなったため、早退して受診し

た。

47

100

～

299

9
10～

11

切花売場バックヤードにて、ゴミを捨てようとゴミ袋を用意しようとした所、床に

折りたたんで置いてあった段ボールに足を滑らせ、転倒しないよう踏ん張った際に

左ひざを捻り負傷したものである。

56

100

～

299

9
21～

22

2階の就業場所から1階へ降り、バックヤードを歩行していたところ、床が滑りや

すくなっていることに気付かず滑った。 手をつく余裕もなく、左膝から地面につ

いた。

41

10

～

29

9
20～

21

厨房の床清掃中、デッキブラシで後ろに下がりながら床を磨いていた時、側溝に右

足が落ちた。 後日、骨折と診断された。
62

10

～

29

9
13～

14

デリ洗い場にて、まな板を洗う為洗い場に入り、洗浄台にまな板を置こうとしたと

ころ、床が油っぽく滑りやすい状態だった為、滑って転倒。 腰を床に打ちつけて

しまった。

27

300

～

499



9
10～

11
住宅資材を現場に搬入する際に足を滑らせ転倒し、右足のくるぶしを骨折した。 20

1～

9

9 0～1

事務所の入口壁面とシャッターの間に保管してある飲料の棚卸しをした際、在庫確

認を終えクロスを掛けようとしたが、手が届かなく台車に乗ったため、台車が動き

出し、バランスを崩して転倒して、負傷したものである。

65
1～

9

9 2～3

客が店舗に忘れ物をしたため、それを届けた帰りに山手通りの店舗直前を歩行中、

工事のため歩道が狭くなっていたために脇の植栽部分に足を踏み入れたところ、バ

ランスを崩して転倒した、足を捻り甲の付近を捻挫したものである。

53

10

～

29

9
15～

16
調理室内にて、座った状態から立ち上がった時転倒し、左足の甲の骨を骨折した。 48

50

～

99

9
18～

19

厨房内を移動中に足が滑り、しりもちをついた際に左手をついてしまった。 左手

首に強い痛みがあったため、業務終了後病院を受診し、レントゲン施行、左手首骨

折の診断を受けた。

50
1～

9

9
11～

12

納品されたとんかつのダンボールを冷蔵庫に運んでいた際、冷蔵庫前に置いてあっ

た段ボールにつまずき前方に転倒、冷蔵庫内の棚に頭をぶつけ右眉毛の上あたりを

6針縫ったものである。

62

10

～

29

9
14～

15

精肉加工場において、成形を終えて豚肉原体をまな板から持ち上げて、バットの上

でラップ巻きにする為、向かい側のハンドラップ機設置の作業台へ移動中、キャス

ターの角に右足のかかとでつまずいてしまい転倒し、腰から尻を床に強打してしま

い、尾てい骨を骨折した。

57

100

～

299

9
19～

20

販促物を片づけようと厨房内の平台がたてかけて片づけてあるところを通りかかっ

たところ、くずれ倒れてきた平台につまずき転倒した。 その際、右手をつき、右

手首を負傷した。

69

10

～

29

9 8～9

バックヤード惣菜との間の通路にて、開店準備のため、売場に出ようとしたところ

床が濡れていたため滑って転倒し、左手で手をついた際に骨折した。 後日、左手

首骨折と診断される。

65

50

～

99



9 7～8

駐車場から店舗へ向かって歩いている途中に車道と駐車場を区切っているチェーン

につまずいて転倒した。 当日は、雨がふっており傘をさしていたため手がふさ

がっており右肘をぶつけた、後日、骨折と診断される。

58

50

～

99

9
15～

16

デリカ惣菜室において、流し台で洗い物の作業中、床がぬれている上を小走りした

際、滑って転んだ。 その時、右手をひねった状態で床についてしまった。
36

100

～

299

9
14～

15

店内にて、搬入された物を急いで取りに行く途中、水や油が靴に付着し滑りやすく

なっていたため出入り口のマットの上で右足を滑らせてしまい、右手をついたとこ

ろ右手に体重がかかり、右手の甲から手首にかけ靭帯を断裂した。

62

50

～

99

9
13～

14

2階食堂から外階段を使用して、弁当回収容器（3バット・24色）を両手で持っ

て、階段を下りていたところ、残り3段の所でバランスを崩し、転倒した際、右足

を地面にぶつけ、捻り負傷した。 被災者は、給与計算・人の任免等の人事経理・

労務・総務は全て本社で一括処理している。

29

10

～

29

9
13～

14

店内で、B倉庫からC倉庫に歩いて移動中に、通路に板が敷かれているが、その板

のつなぎ目で出張っている部分があり、荷物を手に持っていた為足元が見えにく

く、つなぎ目部分につまずいて転倒し、その際に左足ひざを骨折した。

41

10

～

29

9 7～8

ポケット店内に於いて、自分の持ち場に向かう途中、前日の台風の雨漏りの水溜ま

りが、出来ていたのにきずかずに、歩いていたとき水溜まりに足がかかったとき、

滑って転び左足を負傷をした。

58

30

～

49

9
16～

17

デリカバックルームにて清掃作業中、歩行していたところ滑って転倒し、左膝挫傷

を負った。
58

50

～

99

9
18～

19

当社通路入口付近において、台車を左手で（右手には少しのダンボールを持ってい

た）押していたときつまずき、そのはずみで台車が動いたため、転倒して負傷し

た。

69

30

～

49

9
12～

13

バックヤードから売場へ出た時に、つまずき転倒して、左わき腹、左ひざを打撲し

た。
67

100

～



299

9
21～

22

デリカ作業場にて、作業台上のラックからペーパータオルが落ちてきた為、両手を

伸ばして手で取ろうと体を左へ傾けたら、右足のつま先が作業台下にあるダスト

カートに引っ掛かり、床に転倒した。

55

100

～

299

9
10～

11

レジカウンター内で使用済み買い物かごを避けようとしたがバランスを崩し転倒、

転倒時に右膝から転倒し半月板が割れた。
55

1～

9

9 8～9
雨天時、就業時間前に派遣先事業所内の廊下で足を滑らせ転倒。 転倒時、腰部・

臀部・左手首等を強打し受傷した。
42

100

～

299

9
21～

22

店に於いて、業務が終わりトイレに行こうとして、トイレ内のすのこの上で、トイ

レ用スリッパに履き替えて右足を一歩踏み出し床面に着地しようとした場所にゴキ

ブリが出てきて、慌てて右足の着地場所を変更して着地しようとした場所にも2匹

目のゴキブリが出てきて、自身の体勢が不安定になり、右足側面から床面に着地し

た、その際に右足に強い痛みを感じた。 後日、右足首捻挫、右足靭帯切断と診断

された。

20

100

～

299

9 7～8
鮮魚部に揚げ物を届けた後、鮮魚部から出る時に、床が濡れていた為滑ってしま

い、右太ももを強打し骨折。
56

30

～

49

9
9～

10

納品先の非常階段において、お米を配達後、階段を下っていたため、足を踏み外し

転倒し、右第5中足骨を骨折した。
53

1～

9

9 6～7
水産売場で、台車を使用して品出しの準備中、床が濡れていたため滑って転倒、右

手（右橈骨遠位端骨）を骨折した。
29

50

～

99

9
12～

13

業務を終えタイムカードを押した後着替えて、カバンを取りに移動中、店内1Fで

滑って転びひざと肩を負傷した。
61

10

～

29

9
10～ お客様宅にて乾燥機の納品作業のため、3t車荷台の上から本体を降ろす途中で足を

45
1～



11 滑らし転倒し、アルミナリッジの角に睾丸が当たって負傷した。 9

9
9～

10

駐車場からセンターへ向かって、歩いている最中に正門近くで、後ろから来たト

ラックを確認する為振り返った際に足がもつれる形となり転倒。 当日は少し痛み

があったが、業務に支障は無いと本人が判断、その後、骨折が判明。 トラックと

は離れており、反射的に振り返ろうとした時に、手荷物を落としかけ、姿勢を崩

し、足がもつれた事が原因となる。

60

300

～

499

9 7～8
売場で花の入った段ボールを運ぼうとした際、特設のサンテナが飛び出していた為

足を引っ掛けて転倒し、右ひざを強打した。
62

50

～

99

9
22～

23

店内で、商品の伝票をとるために事務室へ入ろうとしたとき、事務室入口の手前に

置いてあった商品（飲料）の箱につまずいて、前向きに転倒し負傷した。
51

10

～

29

9
16～

17

駐車場から厨房へ行く途中の溝を乗り越える所で、濡れた枯葉に足をすべらせてし

まい、前方に手をついて転倒したが、膝をついて、右足首を捻挫してしまった、後

日、骨折と判明した。

65

10

～

29

9
9～

10

配送先敷地内にて、10cmぐらいの段差を踏み外し転倒して、左足首骨折と頭部打

撲をした。
66

10

～

29

9
14～

15

当社が経営する1号店において、弁当の下準備をしているとき、冷蔵庫に材料をと

りに行く際、敷居の段につまずき、転倒し負傷した。
66

10

～

29

9
18～

19

商品を店外へ搬出していた際に、足がもつれて転倒し臀部を強打した、翌日に痛み

が酷くなった為、病院へ診察に行くと、左大腿骨頸部骨折の診断を受け手術した。
52

1～

9

9
13～

14

出勤時、仕事場である駐車場にて、高さが30cm程度の縁石をまたごうとして足が

引っかかり転倒、左足を強打し、左膝靭帯損傷となった。
47

10

～

29

9
10～ 厨房内で冷蔵庫に向かう途中、ピットのふたがずれている事に気付かずふたの上に

29
1～



11 乗ったところ、ふたがずれてバランスを崩して、ひざをついた。 9

9
14～

15

お客様を招待しての食事会会場でのケガ、食事会が終わり、車に載せていた納品物

をお客様の車へ載せかえようとした時に、段差につまずいて転倒した。 すぐに病

院に行き、擦傷・打撲・打ち身と診断されて、翌日から胸に痛みも感じたとのこと

である。

76

10

～

29

9
12～

13

入所者の方が食事をとるフロアに配膳車をとりに向かった、その際フロアの床に足

がひっかかり前に転倒した。
64

1～

9

9 4～5
食品売場で、両手で荷物を持って移動しようとした際、床に置いてあった商品に躓

いて転倒、右橈骨尺骨遠位端を骨折した。
49

50

～

99

9
10～

11

精肉加工場において、被災者が鶏肉加工作業中、トレーを取る為に移動する際、床

がぬれておりさらに肉片が落ちている場所を踏んでしまい誤ってすべって転倒、右

足をひねり負傷した。

56

30

～

49

9 4～5

出勤の際、店舗内の飲料水販売コーナーの前を通って事務所によるときに、飲料水

販売コーナー前で足がもつれて転倒した、その際、左手をつき、左手首を骨折し

た。

61
1～

9

9
13～

14

ホームセンター館1階中央通路にて、両手に商品を持って移動中、転倒、その際に

床で左ヒザを打ち、骨にヒビがはいった。（転倒した原因は不明。）
59

50

～

99

9
12～

13

厨房で、洗浄中、炊飯釜洗浄の合間に食器乾燥のスイッチを切りに移動していると

き、濡れた床で滑って転倒した、転倒時に左手親指・左手付け根を打撲するケガを

負った。

53

10

～

29

10
13～

14

テーパー箱を両手で持ち、バックルームへ片付けようと歩いていた時、売出準備で

POPを入れた買い物カゴにつまずき、身体の右側から転倒、顔面、右肘を床に強打

した。

50

10

～

29

10 8～9

メガネのレンズを加工中、工具が車の中にあるため取りに行こうとし、小走りに店

の玄関を出たとき、高さ5cm程の段を踏み外し、転倒、下がコンクリートのため、 58
1～

9



左足大腿骨、骨折。

10
14～

15

店に配達で行った際に、荷下ろしを終え、トラックから下りた時に、足を滑らせ転

倒、地面に左手を着き痛めたもの。
66

30

～

49

10
10～

11

自宅から直行で市内の客先を訪問途中にトイレに立ち寄った際、花壇ブロックを飛

び越そうして右足首をひねった。 その際ポキっという音がし腫れあがってきた。

右足骨折した。

58

10

～

29

10
10～

11

店内通路歩行中、床に水滴があった事に気が付かなかった為、滑ってバランスを崩

して前方へ膝から倒れて、左膝蓋骨骨折した。
62

100

～

299

10 7～8

水産プロセスセンターの氷温庫内で出庫作業のため、商品を入れているプラスチッ

クコンテナを持ち歩いていたところ、床に積まれていたプラスチックコンテナに気

付かず、つまずいてコンクリートの床に転倒し、頭部を打った。

57

50

～

99

10
16～

17
チラシをポスティング中、暗くて急いだ為、階段に気付かず転倒し負傷した。 27

50

～

99

10 7～8
店舗内鮮魚作業場に入る際、掃除道具の水切りとモップが倒れているのに気付か

ず、柄の部分につまずき右ひじより転倒し、床に強く打ちつけた。
65

30

～

49

10
17～

18

店敷地内従業員駐車場において、帰ろうとした際に足元が暗く車止めに気がつか

ず、車止めに足を引っ掛けて転び、足首を骨折した。
58

50

～

99

10
11～

12

水産作業場内製氷機前で、商品の刺身用のトレーを製氷機の棚から取ろうと前屈み

になった際、眩暈がして倒れその際に右膝を打ち負傷したもの。
57

50

～

99

10
14～

15

団地店内において、入り口付近で作業中、入り口マットが雨の為、濡れており、足

を滑らせ転倒。 その際、右足側を地面に強打し負傷したもの。
44

10

～



29

10
12～

13

業務を終え退社しようと従業員通用口から外に出る際、足元の段差を踏み外し転

倒。 右膝と左第五趾を負傷したもの。
64

50

～

99

10
18～

19

会社駐車場にて、帰宅のため自家用車に乗ろうとした際、車止め（縁石）につまず

き転倒し、左手をついた為、左手首を骨折した。
64

100

～

299

10
10～

11

外にある物置にダンボールを置きに行った時に、不安定なブロックに足を乗せてし

まい、バランスを崩し右手で体を支えた時に、右手首を痛めたと思われる。 ※物

置が下水層の近くにあり下水層から上がってくるニオイを防ぐためにブルーシート

の上に置し木をしてその上にブロックが乗っていた。

41
1～

9

10
17～

18

寿司作業場にて作業場内を歩いて移動中、排水溝が濡れていた為足を滑らせて転倒

し、ゴミ箱にぶつけて左胸部を打撲した。
57

500

～

999

10
13～

14

デリカ作業場で商品を持ち値付機に行く途中、足下に発泡スチロールがあり、商品

を持っていて見えなかった為、発泡スチロールにつまずいて左肘から転倒した。
58

100

～

299

10
12～

13

サービスカウンター内に於いて、商品のレジ打ちを終えて移動する際、足元に垂れ

下がっていたレジのスキャナーコードに足が引っ掛かり、体のバランスを崩して転

倒し、床に左肩を打ちつけ受傷したもの。

56

100

～

299

10
9～

10

店内1階青果売場多段ケース前にて、自動洗浄機で掃除したセラミック床に小さな

水油が残っていた為、滑って転倒した際、長ネギを腕で抱えており、手をつくこと

ができず、左肘を強く打ち受傷した。

61

50

～

99

10
9～

10

事業場において開店前店内清掃作業中に、清掃用具につまずき転倒し、頭部に軽い

打撲と額に裂傷を負った。
70

1～

9

10
15～

16

店舗内売場サービスカウンター前でストックへ移動中に雨水で濡れた床で滑り、転

倒した。 その際背中を強く打ってしまった。
70

100

～



299

10
16～

17

地下1階の飲料売場へ向かう途中、階段の最後2段目で踏み外し、左足首をひねり

ながら転倒した。 当日はほぼ右足で身体を支えながら、レジ作業を行った。 靭帯

損傷し安静と松葉杖を使用することとなった。

25

10

～

29

10 8～9

店内にて、鮮魚納品の保冷用氷水の入った発泡ケースが台車から落ち、精肉対面

ケース前に散乱し、直後に冷蔵庫から両手にハムの段ボール箱を4つ持ったまま、

対面ケース前の通路に出たところで、足を滑らせて左肩から転倒し、左肩を強打し

た。

57 ―

10
17～

18

サービスカウンター前で、床の水濡れをモップで拭いた際足を滑らせ転倒。 左手

首骨折。
58

100

～

299

10
20～

21

正面玄関ウィンドウに於いて、マネキンの着せつけ作業中に、屋外から確認するた

め、ウィンドウの内部から屋外へ移動しようとしたところ、足を滑らせ転倒。 そ

の際、ウィンドウと通路の境目にある50㎝の段差に後頭部を強打し負傷。 ウィン

ドウ内部の床は滑りやすい素材であり、靴下で作業をしていたため、転倒してし

まった。

19
1～

9

10
12～

13

配達時、顧客宅の敷地内にある車止めにつまずき転倒し玄関の前にある段に額を強

打した。
37

30

～

49

10
10～

11

店舗後方地下1階トイレから青果加工室に移動時、階段の踊り場に出る1段の段差

の前で、階段を下りてきた人の気配を気にしていて足を踏み外して転倒。 商品の

入ったカゴを持っていた右側に転倒し、右手首、右脇腹、右腰、右膝を打ち負傷し

たもの。 10分程ののち吐き気をもよおし受診。

62

100

～

299

10
15～

16

会社作業場1階の冷蔵庫前で、冷蔵庫に入ろうとして移動中、右足を滑らせて右足

大腿部前面に激痛が走り転倒する。 突然熱をもったような激しい痛みが発症し動

けなくなる。

32

10

～

29

10
13～ 店舗内で高い所にある品物を取ろうとしたところ、ふらつきキャスター付のイスご

61
1～



14 と転倒し、右手首を骨折した。 9

10
14～

15

店舗内食堂にて勤務終了後、タイムカードを打刻し、着替えも済ませて店舗内食堂

の冷蔵庫に入れていた物を取り、振り返った際につまずき、床が濡れていたため踏

ん張れず床に転倒し、腰と右腕、右肩を強打した。

67

50

～

99

10
15～

16

夕食宅配のお届け先（組合員宅通路）で、お届けするお弁当を歩いて所定の場所に

置きに行く際、通路にあったビニールのPPバンドに足がひっかかり転倒した。 お

届け場所の所定場所に行くまでの通路上部にはクモの巣が広範囲にあり、足元には

破材品が散乱して、通路が狭い状態だった。 転倒時、左手でお弁当を持った状態

で地面に左手をついたので、身体を支えきれず、顔面を地面に強打し、上前歯を折

歯、額部を挫創。 また地面についた左手薬指の爪がはがれ、小指突き指、左膝挫

創・内障の怪我となった。

47

100

～

299

10
13～

14

作業場内を通行中、床面が濡れており、足を滑らせて転倒した。 転倒する際に木

製の台で上半身（胸・脇）を打ち骨折した。
67

1～

9

10
22～

23

閉店後、その日の売上を事務所に入金しに行くため廊下を走っていた。 このとき

駅に向かう乗り合いタクシーの時間が迫っており、急いでいた為、廊下の角を曲が

るときに滑って転んだ。 荷物が多かったため、手をつくことが出来ず、顔と体か

ら転んだ。

42
1～

9

10
22～

23

厨房内床清掃直後ファーストフード製造業務の為、厨房内に進入する際、厨房内の

濡れた床に足を滑らせ転倒し、床に右手をついた際右手関節を捻挫した。
35

10

～

29

10
11～

12

店舗通用口の最後の階段を踏み外し、足を痛めた。 痛みはあったが我慢して仕事

を続け、退社後、左足側部の靱帯損傷と骨折と診断をされたもの。
48

100

～

299

10
14～

15
店のトイレの前でつまずき、うつぶせに倒れて、左ひざを強打。 23

100

～

299

20～
100



10
21

惣菜製造作業場にて、移動中、足を滑らせて転倒。 左足を挫傷した。 62 ～

299

10
10～

11

水産バックヤードのウォークイン冷凍庫にて、冷凍商品の商品を店舗に陳列するた

め歩いて取りに入ったところ足場が凍っており足元を滑らせ転倒し頭部を床面に強

打する。 意識が少し無くなり同僚が手を貸し冷凍庫外まで出る。 30分ほどしても

気分が悪くなったため、救急車で搬送される。 頭部内部出血があるため入院とな

る。

58

100

～

299

10
14～

15

3番レジから1番レジの確認をしようとしたところ、通路に落ちていたレシートに

気付かず踏んで足を滑らせ転倒。 その際、右手で支えた時、右手首に痛みを感じ

た。

51

30

～

49

10
13～

14

店において、タイムカードに打刻後、作業場内を歩行中に滑って尻餅をついた。

その時、咄嗟に右手を床についたため右手首を骨折した。
70

1～

9

10
9～

10

1階従業員出入り口で、タイムカードをスキャンした直後、床に置いていた足拭き

マットに躓き転倒して手をついた際に、右手第5中手骨を骨折した。
60

100

～

299

10
14～

15

勤務開始前に店内からバックヤードへ入ろうとして、（天候不良のため）厨房前、

寿司売り場前で床面が濡れているところを歩いていたら、滑って転倒し、膝を床面

に打ちつけた。

64
1～

9

10
13～

14

店内サービスカウンター内で作業をするためカウンターへ入ろうとしたところ、カ

ウンター横のレジ前に設置していた精算済みカゴを置くための台に足をひっかけ転

倒した。 右手首に痛み腫れが生じ、右手首3ヶ所複雑骨折と診断される。

63

30

～

49

10 6～7

自社工場1階作業場で、水槽に異物が浮いていないか点検作業をしようとしている

とき、床においてある掃除用のホースにうっかりつまずいてころび、左足のくるぶ

し上部を打って骨折した。

58
1～

9

10
13～

14

当該事業所において、駐車場で消防訓練中に消火器を使い、火を消しに行く際に躓

き転倒した。 転倒した衝撃で、手・顔・膝下をすりむき、歯も欠けた。 アスファ

ルトが凸凹している中コックシューズで走ったため、躓きやすかった。

62
1～

9



10 7～8
精肉売り場にて、入荷商品仕分け時において、床面に水滴があり、長靴の底がすり

減っていたため、尻餅をついた時に発生。
59

30

～

49

10 6～7
作業場からバックルームに出た際、人がいたため避けようとしたところ（ぶつかっ

てはいない）、床のマットに足が引っかかり転倒。 左膝を打撲しひびが入った。
62

100

～

299

10
21～

22

荷受場で、通路を歩き帰宅する際、暗かったため段差につまずき転倒した。 左ひ

じに擦過傷を負い、左ひざを擦過傷・打撲、左胸部を打撲した。
53

50

～

99

10
11～

12

店舗出入口にて商品を手に足を踏み出したところ、雨で入口付近が濡れていたた

め、滑り転倒した際に右手で床につき負傷した。
51

1～

9

10
15～

16

被災者は、バイクにて弁当配達業務のため、時速20キロで交差点付近の下り坂を

走行中、前方の自動車のブレーキランプが点灯したため、被災者もブレーキをかけ

たところ、前輪がロックしたような状態となりスリップし、右側にバイクごと転倒

し負傷した。 前輪ブレーキを強くかけたことが原因と思われる。 被災当時、雨で

路面が濡れていた。 配達用バイクは、ミニカー登録のためヘルメットの着用義務

はなく未装帽であった。

46

10

～

29

10
14～

15

店内のレジカウンター内で商品を取りにカウンター内を移動中に床においてあった

物につまずきこけて動けなくなった。
43

10

～

29

10
13～

14

被災者は、2F食事処に於いて、お客様が帰り食事の後片付けをしている際、ひい

た食器等をお盆にのせ運ぼうとした時、一段の段差を踏み外し滑って後ろに尻餅を

着き、その時段差の角で尾?骨を打った。 尾?骨あたりに痛みがあったため、応急

処置（湿布）をしてしばらく様子を見ていたが、痛みが引かなかった。

28
1～

9

10
13～

14

店舗休憩室にて昼休憩の際に、パイプ椅子に座ろうとしたところ、誤ってお尻から

床に落ちて尾てい骨を負傷。
31

30

～

49



10
11～

12

小学校の調理室で調理準備中に歩いていてつまずき、左足の側面にひびが入ったも

の。
35

1～

9

10
9～

10
作業中に加工場内のふみ台につまずき転倒。 その際、右うでを強打した。 70

30

～

49

10
18～

19

買い物客の忘れ物を届けるため、店内から店外へ走って渡しに出た際、道路にとび

出していたブロックに足を引っ掛け転倒し、その際右手をつき負傷した。
58

10

～

29

10
9～

10

事務所内で外出準備中自分の机に向かっている時、事務所内にある床面の段差につ

まずき、転倒した際に左手を床面につき手首の骨折と左ひざを打撲。
50

50

～

99

10
10～

11

野菜選果施設2階、茄子8kg袋詰め付近の段差を下りる際、足を踏み外し転び、右

手をついた時に負傷。
76

100

～

299

10
16～

17

勤務終了後、2階から1階へ階段を下りていた際、1階の下から3段目辺りで階段を

踏み外し転落。 左腰に5～6cmえぐれる傷を負った。
66

100

～

299

10
19～

20

荷捌室で4段ステップを使って荷積作業を行っていた。 ステップを下りる時、床に

足をつける際、誤ってシングルハンガーの脚部に左足を乗せてしまい捻って転倒し

た。

35

10

～

29

10
19～

20

店舗内にて、仕事が終わり、2階への階段を上り、更衣室へ向かう途中、バック

ヤードの通路にあった台車のキャスター部分に足先がひっかかり転倒した。 台車

があると目で確認していたが右側に倒れその際咄嗟に右手をついたため、右手から

右腕右肩にかけて強い痛みを感じた。 夜様子を見、レントゲンを撮り、右手首の

骨折、右肩の関節損傷の診断を受けた。

53

50

～

99

10
14～

15

業務を終え、退社する際出口の階段を下りている時に、台風の強い風にとばされて

しまい頭や手などを強打してしまった。
56

50

～



99

11
15～

16

お届け先に到着し、降車して後方ハッチを開けようとしたところ滑って転倒し、受

け身で右手を付いてしまい打撲、骨折した。 路面が凍結している事は把握してい

たので、足元には注意をしていたが、それでも滑ってしまい転倒した。

56

10

～

29

11 7～8
出勤時、店舗敷地内の業者搬入口前において、凍結した地面で転倒し左手首を強打

し骨折した。
62

100

～

299

11
9～

10

弊社の敷地内の除雪作業をしていた。 作業を終わらせ、ショベルから降り、建物

へ入ろうと走って向かったところ、除雪後でツルツルになっていた地面で滑って転

倒し、骨折をした。

25

10

～

29

11
16～

17

店舗内トラックヤードでごみ捨ての作業中、足を滑らせ転倒した際、頭、首、肩、

左手の小指、左足首をぶつけ痛めた。
58

50

～

99

11
9～

10

ヘルプ先店舗の厨房で、調理補助中、紙スプーンをトレーへ置く作業をしている

時、床が濡れていて滑り易くなっていたことに気付かず、側溝の上にのってしまい

滑って仰向けに転倒した。 転倒時に濡れた床に右手をつき、右手首を骨折する怪

我を負った。

42
1～

9

11
16～

17

清掃中（床）滑り転倒した際に左手をつき、その際に骨折した。 モップ掛けをし

ていた。
49

10

～

29

11 8～9

店内のトイレに行こうとして走って行った為、足がもつれて躓き転倒した。 コン

クリートの床に勢いよく転倒して右手側全体を強打した。 痛みがひどく病院で診

察したところ右肩の骨を骨折していた。

52
1～

9

11
21～

22

商品の配達で訪れた雑居ビルにおいて、配達を終えて車に戻る途中、2階から1階

へ下りる階段上で足を踏み外しその場で転倒した。 その日は定刻まで勤務継続の

上帰宅したが、その後徐々に痛みが増してきた為、翌日に接骨院を受診した。

18

50

～

99

11～
店内の通路にて訪問客から商品の注文を受けて、商品を取りに移動した。 店内の

1～



11
12

床が外の雪で濡れており、机の脇を曲がったところで側方に転倒し、右肘を床にぶ

つけて骨折した。

59
9

11 6～7
業務終了後、工場から事務所に業務終了の報告をする為に、サービス工場の前を

通った際に、床の上の油で足を滑らせ、転倒し、右腕を強打したものである。
33

10

～

29

11
19～

20

退勤しようと休憩室の扉を開けて出た際、足が絡まり転倒した。 顔、肩を床に打

ちつけてしまった。
56

10

～

29

11
10～

11

キャディ業務中、アウトコース7番ホール、左ドッグレッグでお客様の打った球

が、右のOBゾーンに飛びボールを確認しに行った際、右足の脹脛を痛めてしまっ

た。

60

10

～

29

11 8～9

店の売場通路において、開店前の品出し作業をしていた際、高さ1m70㎝弱程の移

動式の棚から、背伸びをして商品を降ろそうとしたところ、商品が入った重さ約1

㎏の段ボールが落下し、頭部に当たり負傷したものである。

63

50

～

99

11
14～

15

被災者は、配達のためバイクで走行中、前方の車を避けようとしてバランスを崩し

て転倒し、胸と右足を負傷した。
65

30

～

49

11
18～

19

館内1階ロビーにおいて、歩行中に転倒し、左肩を負傷した。 周囲に段差はなし。

負傷時の目撃者もなし。
50

500

～

999

11
18～

19

バックにて段ボールをゴミ庫へ運ぶ際に、途中のグレーチングの蓋が開いているこ

とに気付かず、左足から落下し、左足脛に挫創を負う。
70

1～

9

11
11～

12

自転車で新聞代の集金業務中、駐車場で、転倒していた自転車を起こそうとした

時、突然突風にあおられ、バランスを崩し、自転車を抱えるようにして横向きに倒

れ右腰、下肢を強打し負傷したものである。 高層マンションが建ち並んでおり、

普段からビル風が強く、この日は特に突風が強く吹いていた。

66

100

～

299

11
18～ 店舗内において商品の販売を行っていたところ、テーブル（揚げ物を置く台）の角

66
1～



19 部に右足を引っ掛け転倒し、その時左手を床に強打し負傷した。 9

11 8～9

往診同行の為、薬局経由し、訪問先へ自転車で向かっていたところ、交差点付近で

前方横走行自転車を避けようとした際、車止めにペダルが引っ掛かり転倒し、顎

部、歯、膝等を負傷したものである。

55

10

～

29

11
18～

19

店舗内の売り場の通路において、品出し作業を行っていた際、狭い通路での作業

で、移動時に床に置かれた物を避けて歩いた時の着地で、足を捻った状態になって

しまい転倒してしまった。 転倒しないよう咄嗟に踏ん張った際に右膝と腰を痛め

た。

21

10

～

29

11 0～1

当事業所食品館の鮮魚バックヤードの入り口において、お客様から発泡スチロール

の空き箱を頼まれたため、鮮魚バックヤードまで取りに行き受け取り、外に出たと

ころ床が水で濡れていたため滑って転倒した。 左膝をついた状態で転んだため左

膝膝蓋骨にヒビが入る怪我を負ってしまった。

56

50

～

99

11
16～

17

店内で、前陳作業をしている時、お客様の対応をしようとレジへ向かう途中、玉子

什器に足を引っ掛け、手をつかずに転倒し受傷した。 怪我をした当初は病院へ行

くほどではなく、自分で手当てをしていたが、良くならなかった為、後日病院へ

行った。

38

10

～

29

11
11～

12

店舗厨房から売場へ移動中、試食用ナイフ・まな板・皿を持って扉を開けた際、近

くに立て掛けてあったメンコン台車が転がり躓き転倒した。 左足首を捻り挫傷し

た。

36

10

～

29

11 8～9
サービスカウンターから事務所に移動中、水産売場前の床マットに靴が引っ掛かり

左肩より転倒した。
46

100

～

299

11
14～

15

2階飲料売り場にて、2段台車を使い飲料を補充していた。 その後、台車にダン

ボールを置きに行く途中、バランスを崩し転倒し、左手小指をつき骨折した。
56

100

～

299

11
14～

15

売り場内、入荷商品の確認のためにレジ内のパソコンまで行く途中、転送作業中の

ダンボールの角に足がぶつかり、躓いた。 体勢を崩し、踏ん張り、負荷がかかり 58
1～

9



骨折した。

11
11～

12

日配・塩干部冷蔵庫内にて塩干冷蔵庫の清掃中、庫内の床が濡れていたため、足を

滑らせバランスを崩し横の8段カートに背中を強打した後、転倒した。
65

50

～

99

11
16～

17

店内のサービスカウンターにおいて、買い物カゴ用キャリーにPOPを取り付けた

後、定位置へ戻そうと動き出したところ、床に直置きしてあったダンボール箱に躓

いて転倒した。 勤務を続けたものの痛みが治まらず、退勤して病院へ行ったが、

診療時間外だったために翌日受診するよう病院から指示され、受診した。

49

30

～

49

11
16～

17

店内作業場において、食洗機で食品を洗浄作業中、濡れて滑り易くなっていた床で

転倒した。 その際、立ち上がる時に床に左手をついた時に手首を痛めた。
61

50

～

99

11 8～9

牛乳箱を裏返し土台にして商品陳列をしていた。 牛乳箱から降りる時に床に商品

があり避けようとしたら、バランスを崩し後方に転倒してしまった。 転倒の際に

右手首を痛めてしまい痛みがあったため病院に行き、治療してもらった。

67

50

～

99

11 5～6

敷地内で出勤に際し駐車場からタイムカード打刻のため事務所に向かっていた。

早朝で霧が深く、足元が見えにくかったため歩道にあった縁石に気が付かず躓き転

倒した。 転倒の際、アスファルト路面で左足の膝を強打し、左足膝蓋骨を骨折、

負傷した。

49

100

～

299

11
12～

13

銀行に店舗の売上金を入金に歩いて行こうと、店舗の駐車場から歩道に出る際に、

進む方向から人が来たので、あまり広くない歩道でもあったため、先に通ってもら

おうと一歩後ろに下がった。 すると、店舗駐車場の車止めに両足が引っ掛かり、

そのまま後ろ向きに尻もちをつくような姿勢で転倒した。 その際に右手をつい

た。

64
1～

9

11
9～

10

店内、厨房でお弁当を製造し、売場に運ぶ為歩いていた。 途中で滑ってしまい両

手がふさがっていたこともあり、腰、お尻から転んだ。
20

1～

9

11
18～

19

バックルームと店内出入口の店内側にて、床が水で濡れており、滑って転倒した。

呼び声が聞こえたので、従業員が行くとうずくまっていた。 意識はあり、言葉も 50

10

～



しっかりしていたが、立てないということもあり救急車を要請した。 29

11
13～

14

店内で、脚立を使って、棚の上の在庫商品を降ろす際に、6段脚立の3段目まで上

がり、右方向に両手を伸ばし、商品を取ろうとした時、バランスを崩して、脚立ご

と右側に倒れ、驚きと痛みで立ち上がれなくて、救急車にて病院へ搬送してもらっ

た。

45

10

～

29

11
10～

11

売場にある空の農産のコンテナを片付ける為、空のコンテナを持って店外プラット

ホーム荷受場へ行き、5段の階段を下りようとしたところ、両手でコンテナを運ん

でいた為、足元が見えず3段目付近で足を踏み外し、膝から転倒し右足首を挫い

た。 痛みはあったが、当日は定時まで勤務を続けた。 夜帰宅後、腫れと痛みが続

いた為、救急で病院にて受診した。（右足首捻挫）

61

100

～

299

11
9～

10

事業場内にて、朝、出勤して掃除等を行いその後更衣室で着替えてバックヤードへ

向かう途中に足を挫いた。 その後一度休憩室に戻り、湿布薬を貼り業務に従事し

たが、歩くことが困難になってきたため、病院にて受診した。

37

100

～

299

11
12～

13

その日の仕事が終わり、女子更衣室にて仕事着から私服に着替えようと更衣室に

入ったところ、更衣室の床に置いてある高さ3.5㎝のすのこに左足を引っ掛け転ん

でしまった。 その時片手にロッカーの鍵、片手に水筒を持っており手で体を支え

ることが出来ず、うつ伏せに転んでしまった。 その時、左足膝をまずすのこで打

ち、次に3.5㎝下の床でも打ってしまい、膝の皿にひびが入った。

55

100

～

299

11
10～

11

顧客常駐先である管理棟の階段踊り場でバランスを崩し転倒した。 その際、咄嗟

に左手をついて体を支えたところ左手に全体重がかかり負傷した。
49

50

～

99

11
10～

11

顧客常駐先である管理棟の階段踊り場でバランスを崩し転倒した。 その際、咄嗟

に左手をついて体を支えたところ左手に全体重がかかり負傷した。
49

50

～

99

11
10～

11
段に登り、物を取ろうとした時に、バランスを崩して、転倒した。 56

10

～

29



11
11～

12

レジカウンター内において、自身の接客を終え別レジのヘルプに向かい、別レジ後

方で作業をしていた従業員が振り向こうとした際に、当該従業員の足に躓き転倒し

た。

55

10

～

29

11 8～9
パンコーナーで補充時、パンケースを持って移動中、足元のパンケースに躓き転倒

した。
55

50

～

99

11
14～

15

小学校で給食物資を納入する為、トラックの荷台から乗り降りしていた際、当時、

工事用の鉄板が敷かれており、その鉄板の段差の上に右足が乗り体勢を崩し、倒れ

た。

57

30

～

49

11
13～

14

店舗駐車場にて、貸し出しトラックの返却時確認中、運転席の施錠を行いトラック

後部を回り、助手席施錠の確認をしようとしたところ、足元の車止めに躓き転倒す

る。 その際左足膝と左手を地面に強く当てる。 当日は勤務を途中で終了し、様子

を見ることとしたが、翌日になっても痛みが引かない為、病院の診察を受ける。

46

10

～

29

11
10～

11

バックルームの冷凍室で、在庫確認のため冷凍庫に入ろうとした際、凍結部分で

滑って転倒し、左足太もも付け根を打撲した。
41

100

～

299

11
11～

12

店内卵売場付近において、お客様に商品の場所を聞かれた為、案内していた時に卵

売場のケースが少しはみ出ていた為、躓いて転倒し、両膝、右肘、右手首、右頬を

打撲した。（1～2分立ち上がれなかった。） 様子を見ていたが、痛みが引かない

ため、後日に診察を受けた。

61

50

～

99

11
14～

15
勤務休憩に入り、トイレに行く途中、躓いて転倒し、左足首を捻った。 37

30

～

49

11
9～

10

ゴミを捨てようと地下3階ゴミ捨て場に行ったところ、害虫駆除業者が薬剤を散布

していることに気付かず滑って転倒し、右手首を骨折した。
37

1～

9

11
19～

20

店内にストックから商品を持ち込み移動中、下に置いていた台車に気が付かず躓い

て商品共に転んでしまった。
26

1～

9



11
13～

14

店頭にてタイムセール準備中、レジ付近にいるSVに呼ばれたので、そちらへ向か

う途中に躓いて転倒した。
34

1～

9

11 4～5
冷凍ショーケースに冷凍食品を補充していた際、後方のコロ付き台車に気付かずコ

ロ付き台車を踏んだ為両膝から転倒した。
61

50

～

99

11
13～

14

店内において、被災者が買い物カゴの片付け作業中、レジとレジの間に車輪の付い

たカゴ入れがあり、片付けた後レジへ戻る際、誤ってお客様が戻したカゴに右足が

入り、カゴが動き転倒し、右足舟状骨を骨折負傷した。

56

50

～

99

11 8～9
レジ業務をする為に、No.2レジカウンターに行こうとして、No.1レジカウンター

の後側を通る時に、接客していた同僚の足にかかり転倒して、右肩を強打する。
62

10

～

29

11
15～

16
杉苗の棚卸し中にハウス内の地面が濡れていて滑って転んだ。 65

10

～

29

11
10～

11

バックヤードで、畳んだ状態のオリコン2つを押して移動しようとしたところ、オ

リコンのかみ合わせが悪かったためオリコンもろとも前方へ転倒してしまった。

この時、手を突いた際に左手首を負傷してしまった。

54

10

～

29

11
15～

16

自社店舗内のバック台で値付けが終わり、次の作業へ移ろうと足を踏み出した時、

ラップ包装機の電源コードに右足が引っ掛かり転倒した。 その際、左膝と左足親

指を捻ってしまい受傷したものである。

60

10

～

29

11
19～

20

同社店舗内において、業務終了後に1Fのレジの金庫を2Fの事務所に片付けた後に

2m先のタイムカードを押そうとした時に、床の配線プロテクターモール（高さ2

㎝）に足が引っ掛かり、前方に転倒した時に右足の膝下を強打し、骨折した。

65

10

～

29

12 5~6
会社敷地内の職員入り口前の路面が凍結していた為に足を滑らせ、転倒し左腕部分

を路面に強打し骨折したものである。
56

50

～

99

売場床清掃の際、モップで通路を拭いていたところ、足が滑って転倒し、左手首を
10



12 15~16
骨折した。

52 ～

29

12 11~12

コピー機の付近で業務作業中、お客様対応のためレジへ戻ろうとした際に、マット

のへりにつまずき両膝から転倒した。 歩行も困難なほど痛みが激しかったため病

院を受診したところ、右膝打撲、右肩打撲と診断された。

28 ―

12 8~9
出勤時に当社店舗駐車場を歩いていたところ、路面凍結箇所で足を滑らせ転倒し右

膝を強打した。 病院で診察を受け、全治3週間との診断であった。
43

100

～

299

12 17~18
配達途中に、雪道に足をとられ転倒し、その際に花壇の杭がちょうど右の脇腹に当

たり強打して骨折してしまった。
48

50

～

99

12 10~11
水産作業場で、商品を持ったまま、台車を跨ごうとしたときに、足を台車に引っ掛

けてしまい転倒し、左大腿骨を骨折した。
63

100

～

299

12 8~9
お客様宅前の路上において、商品を配達するため運転先から外へ降りた際、雪で足

が滑ってしまい転倒し受傷した。
46

10

～

29

12 18~19

納品日にカゴ車を店内に入れる際、スイングドアと店内の段差に車輪が引っ掛かり

転倒して下敷きになり、右足首が痛く、病院へ搬送された。 カゴ車には砂糖20㎏

が5体は載っていたため100㎏以上はあった。

20

100

～

299

12 8~9
工場外の出荷ターミナルにて、お弁当の積み込み作業中、凍った路面に足を滑らせ

転倒した際、頭部を地面に強打した。
63

100

～

299

12 18~19
1F階段下から玄関に荷物を取りにいく途中、走っていた為にパタコンに気付かず

引っ掛けて、右手のひらを付いたがささえきれずに転倒した。
52

50

～

99

お客様駐車場で、車から降りて店舗に向かう際、雪道で滑って転倒した。 転倒
100



12 7~8
時、手をつき左手首を骨折した。

63 ～

299

12 7~8

出勤時、店舗駐車場にて、車から降りドアを閉めようとした際に、凍結した路面で

足元が滑り転倒し、臀部から腰にかけて強く打ちつけた。 痛みはあったもののそ

のまま出勤し作業に入ったが痛みが増したため早退した。 その日は様子をみてい

たが痛みが治まらなかったため翌日病院を受診し、尾骨骨折との診断を受けた。

48

10

～

29

12 7~8
出勤しようと停留所でバスを降り、当店の駐車場内を従業員入口へ向かって歩いて

いたところ、路面が凍結していたため滑って転倒し、右膝を打った。
59

50

～

99

12 12~13

事業場と皮膚科クリニックとの間の路上において、皮膚科に薬を届けるため移動し

ていた時に、凍結した路面に右足を滑らせて腰から転倒し、腰と右手首を負傷し

た。

63
1～

9

12 6~7

雪の降った朝の出勤途中、敷地内において足を滑らせ転倒した。 その際、咄嗟に

右手を地面に着いたため手首を負傷した。 当日は痛みを我慢し、終業時刻まで勤

務し、その後医療機関を受診した。

67

10

～

29

12 9~10

店舗で清掃作業中、店内に入ってきた子供が、吹き込んだ雪等で濡れていた床で

滑って転んだ。 派遣労働者が転んだ子供をしゃがんで抱き起こした後、立ち上が

る際、自身も足を滑らせ、尻もちをつく形で転倒した。 その際、受け身をとろう

と両手を床についたところ、激しい痛みを感じたことから、手袋を外してみたとこ

ろ、左手の出血がひどかったため、すぐに病院を受診し、左手首骨折、左手裂傷と

診断された。

72

100

～

299

12 18~19
厨房でガス台掃除の際、ガス台脇下からはみ出ていたコードに足を取られつまず

き、右手、左膝を床につき負傷した。
68

1～

9

12 16~17

売場にて、銘店コーナーから通路に出ようとした際に、出口横に置かれていた、清

算済の空の買物カゴを積むセルフカゴキャリアに足を引っ掛けてしまい転倒し、売

り場床に後頭部を打ちつけた。

46

50

～

99

店頭の駐車場の融雪用のホースを直す際に、凍っていた路面に上がってしまい滑っ
10



12 9~10
て転倒し左手を骨折した。

62 ～

29

12 10~11
すじこのご飯付き試食を実施中、ご飯をタッパーに小分けし実施場所に戻る際、近

くにあった空箱に足をひっかけつまずき、右手首と左脇を強打し、骨折した。
67

10

～

29

12 11~12

当社敷地内の倉庫（バックヤード）と社屋内調理場を結ぶ通路で、酢4本と砂糖4

㎏を倉庫から調理場へ運んでいるときに、荷物を両手に抱えていた上に通路が水で

濡れていた為、足を滑らせて転倒し、右膝を床に強打してしまった。

73

10

～

29

12 21~22
レジ上げしたお金をバックに入れて、清算をしに店内からバックルームに小走りし

たところ、足がもつれて、手がふさがっていた為左膝を床に打って転倒した。
24

50

～

99

12 18~19
仕事中、グラスを持っていて手がふさがっており、マットにつまずいて転んでし

まった。
64

10

～

29

12 12~13

店舗内において、店内大掃除のため、床に塗布した汚れ落としの剥離剤をブラシで

取り除いた後、汚れの状態を確認するため、店内を歩いていたところ、床がまだ完

全に乾ききっていなかったため、右足を滑らせ転倒した。 その時、身体を支えよ

うとし臀部と左手を同時に床につけ、左手首を骨折した。

62

10

～

29

12 12~13
店舗作業中、取っ手のない台車にたたんだダンボールを積み重ね、指定場所に向か

う途中、手前のドア付近で足を滑らせ左尻部より転倒し負傷した。
72

10

～

29

12 17~18
業務中、サービス工場内にて洗車作業中、脚立より降りる時にホースに足を取られ

転倒してしまい、右手を強打してしまった。
45

10

～

29

12 10~11

朝食の下膳作業時、台車をエレベーター内に置いたまま、3階スタッフ通路で配膳

室へ向かう際、下膳作業を急ぐ為、通路を走ってしまい転倒した。 その時に庇お

うと手をついてしまい、手の甲を骨折した。

58

30

～

49



12 21~22
クーラー内で、ドロップのリクエストの用紙を記入していた際に、床に落ちていた

ラップに足がひっかかり、転倒してしまった。
54

300

～

499

12 13~14

売場でサッカー台（高さ70㎝）に上がりレジの時計を修正した際、サッカー台か

ら着地したところ、左膝を脱臼して転倒した。 転倒した際に頭をぶつけ、脳震盪

を起こした。

43

50

～

99

12 10~11
デイリー冷蔵庫の中でエアカーテンを取り付ける際、置き台にしていた牛乳トート

が滑って落下し、その際に床に手をついた為、右手首を負傷した。
41

50

～

99

12 13~14

三輪付バイクで配達中の復路にて、信号のある交差点を左折しようとしたところ、

雨天だったこともありブレーキをかけた際にタイヤが滑ってしまい、左側に転倒し

てしまった。

17

10

～

29

12 12~13

店舗1階後方倉庫にて、蓄冷剤を積んだパレティナを引いていたところ、段差に躓

き、パレティナごと倒れてしまい、その際に尻餅をつき、倒れてきたパレティナが

体にのり、腰を床に打ち、また鼻も少し切り受傷した。

46

100

～

299

12 10~11

所属店舗とは別の店舗で応援勤務中、調理用具を洗うために流しに向かい厨房内を

移動していたところ、冷蔵庫下段の引き出しが開いていたためにそこに足を引っ掛

け転倒し、右肩を打ち骨折したものである。

66

10

～

29

12 7~8
開店作業中、ミニキャリーに載せて店外へマテハン類を運搬し、店内に戻った際、

マットに躓いて転倒し、左腕を骨折した。
56

10

～

29

12 19~20
閉店後帰宅する際に、シャッターを閉めるつもりが手をすべらせてバランスをくず

し転倒し骨折した。
67

10

～

29

12 14~15

昼営業後に洗浄室内の側溝を清掃するため側溝のフタがあいているところへ、食器

を運ぼうとした被災者が通りかかり、フタがあいていることを失念していて、左足

が側溝に落ちてしまった。 左足が落ちたときに左膝を床に強打し、骨折した。
50

100

～

299



（側溝清掃は通常作業で、本人も認識していた。）

12 16~17

店舗でレジ接客中に、お客様から魚の交換依頼があった為、魚売場で交換し急いで

レジに戻る途中、冷凍食品売場前でお酢の試食販売が行われていて、試食後の小皿

に残ったお酢がこぼれて床が濡れているのに気づかず、小走りで通りかかった際に

滑ってバランスを崩し顔面から転倒し前歯を破折した。 さらに咄嗟に右腕をつい

た時、肘を強打し骨折したもの（外傷性歯根破折を伴う）。

55

50

～

99

12 10~11

惣菜作業場で、チキンを揚げて店内の売場へ盛付用の皿で運び陳列して、戻る際に

天井から水が漏れていて、床が濡れていたため気付かずに滑って転んでしまった。

転ぶ際に右後方向きに倒れて、右手を出して受身をしたが、右手と右頭部を強打

し、右手首（3ヶ所）を骨折した。

69

30

～

49

12 17~18
当社店舗内社員通路入口付近で、惣菜揚げ物作業のため靴底に付着した油で滑り転

倒した。 その際、右手をついて体を支えたために右手首を負傷した。
47

100

～

299

12 13~14
食器洗浄室で食器が入っていた大きなバケツに手をかけ食器を出そうとした時、足

がすべり左側に体が倒れ、左肘を食器かごにぶつけてしまった。
58

10

～

29

12 8~9
店舗後方チルド冷蔵庫前のスロープにて売場から後方に清掃用具を取りに移動時、

走って段差で躓き転倒し右足首を捻って負傷したものである。
59

100

～

299

12 13~14
納品書をお客様に持っていく時、お客様駐車場を出たところ、歩道の段差につまず

き右足前十字靭帯損傷及び右足骨にひびを負った。
48

1～

9

12 11~12
惣菜作業室で弁当生産中に備品を取りに移動した際、グリストラップの蓋の上を

通ったところ滑って転倒した。 その際、左手をついて負傷した。
68

50

～

99

12 10~11

店内3Fレジから売場にオーブントースターを取りに向かった際、急いでいて足が

もつれて転倒し、右足のひざを強打した。 しばらく休んでいたが、痛みがひど

かった為、病院で受診した。

63

100

～

299



12 9~10
スーパーマーケット店内レジ周辺で、開店準備作業中に、水で床が濡れていたため

足を滑らせ転倒し、右膝蓋骨を骨折した。
51

1～

9

12 10~11

食材納品場所（廊下）に、納入業者が納品に来たので検品作業を行おうとして、歩

いて向かっていたところ滑ってしまった。 当日は、雪により廊下が濡れていた為

に、滑って転倒してしまい、置いてあったコンテナに右脇と背中を強打してしまっ

た。

49
1～

9

12 15~16

勤務終了後、退社の際、急いでいたため従業員駐車場の敷地区切の黄黒ロープ（高

さ60㎝程）を跨いで入ろうとした時、足が引っ掛かり前方に転倒した。 荷物を

持っていたため肘から落ち骨折した。

61

30

～

49

12 7~8
出勤し事業所敷地内駐車場に車を停め、厨房入口に向かって行く途中、融雪の水が

凍っていた為滑り転倒し、右足首を骨折した。
73

10

～

29

12 12~13

売場で商品出しをして作業場へ戻ってきた際に、作業場入口の排水溝の目皿が歪ん

でいるため、片足が掛かった時に歪んでいる所が浮き上がり、つまずいて転倒し

た。

66

30

～

49

12 9~10
社内冷凍庫内を大掃除中に庫内の床が凍っていたため滑り、お尻（尾てい骨あた

り）を強打した。
46

1～

9

12 14~15

当日、4時間の時間休をもらい、午後からの勤務に向かうため車より降りて、いつ

もの通勤路である病院の池のある中庭を歩いていたところ、地面がぬかるんでいて

滑って転んだ際、左足が曲がっていた。

57
1～

9

12 19~20

業務終了後、店の通用口のカギをかけて車の置いてある駐車場まで行く途中、店舗

敷地と西側道路の境にある縁石（高さ約10㎝）に右足を引っ掛けて強く転倒し

た。 その場は何とか自分の車までたどり着いて帰宅したが、身体中が痛かったの

で、夜、家族に救急医に連れていってもらった。

60
1～

9

12 14~15

お客様から商品についての問い合わせを受け、担当者に内容を伝えるため鮮魚作業

場へ行ったところ、床に水と洗剤を撒いて清掃している最中でとても滑りやすい状

態にあり、問い合わせ内容を伝え終わって作業場から出るところで滑って転倒し、 40

50

～



床に両手と膝を強打した。 当日は痛みはなく大丈夫と判断したが、徐々に痛みが

強くなり、後日に病院で受診した。

99

12 11~12
商品を見に作業場から売り場に出ようとした際、スイングドアに躓き転倒し、膝を

打って右脛骨顆間隆起骨折した。
66

100

～

299

12 9~10

売場への商品陳列が終わって、空になったパン箱を2段に重ねて持ち運んでいたと

ころ、抱えたパン箱で足元がよく見えず、倉庫出入口横のシャッター前に置いて

あった他のパン箱に立て掛けられた鉄製のキャリーに躓いて転倒し、地面に右足を

強打した。

60

30

～

49

12 9~10

当社駐車場にて、パン・缶詰・ラーメン等の食品を販売車に積み込んでている

際、10㎝の段差を踏み外した。 隣に駐車していた社有車との距離が狭かったた

め、手を着く暇がなく、社有車の左後ろ側面に前から顔面をぶつけ、反動で首を反

らした状態になり、首の第5頚椎を骨折し、右手親指が麻痺した。

63

10

～

29

12 20~21
店舗駐車場でのぼりを片付ける際に、地面に置いてあった消防ホースに躓き、右手

小指を骨折した。
61

30

～

49

12 17~18
ごみ処理作業のあと、店の駐輪場のスロープにある少しの段差で躓き転倒し、膝を

強く打ち、骨折した。
61

10

～

29

12 9~10
青果の冷蔵庫を出たところに台車があったため、引っ掛かり転倒した。 その際に

製氷機に左脇腹をぶつけてしまい、骨折した。
57

100

～

299

12 17~18

店舗の外側冷蔵庫へ商品をしまいに行った際、同僚の足に引っ掛かって転倒し、膝

を強打した。 冷蔵庫周りが駐車場であり、商品が多数あるときは不安定になるこ

とがあり、今回、同僚との作業の際に足に引っ掛かった。

63

100

～

299

12 15~16
バックヤードにて、冷凍庫からトレイを運んでいるときに、大きい箱に引っ掛かっ

たため、前腕から床にトレイごと一緒に転倒し、左腕の上部を骨折した。
63

1～

9



12 9~10

1F惣菜コーナーとパンのワゴン山積みコーナーの間の通路で、商品を手に持ち、

和菓子什器へ運ぼうとしているとき、床面に落ちていた油脂に滑り、右膝の皿から

床面に落ち、右膝皿骨折を負った。

61

100

～

299

12 15~16
惣菜バックヤードで商品を運搬中、清掃していた従業員の横を通った際、清掃に使

用していた水切りに足を引っ掛けて転倒した。
71

100

～

299

12 13~14
店舗外の通路にて、原料の入った台車を運搬していたところ、車輪が通路のデコボ

コ面に引っ掛かり、台車が倒れて、左足に当たった。
56

50

～

99

12 10~11

休憩に入っていたときに、商品が納品されてきた。 商品の検品をしているスタッ

フの邪魔になると思い外へ出ようとしたとき、検品済みの商品とスタッフにぶつか

らないように避けたところ、出入口の段差に気がつかず、躓いて転倒した。 足に

痛みがあったため、冷却等の応急処置をし業務に戻った。

35

30

～

49

12 23~24

仕事が終わり更衣室に向かう途中、惣菜売場の前の通路が油っぽく滑り易くなって

いた。 その通路に黒いマットが敷いてあり、マットの上を少し急ぎ足で歩いてい

たところ、マットごと右側に滑るように転倒し、右足の甲を強打した。

44
1～

9

12 20~21

バックヤードにある従業員トイレ近くの洗剤置場の前で、滑って転倒した。 その

際、左膝を強打して立てなくなり、その後は業務に就けなかった。 アルバイト社

員が薬剤を別の容器に入れるときに、薬剤をこぼしたことが滑った原因である。

49

100

～

299

12 12~13
会社館内にて、作業が終了して帰宅しようとしていたとき、階段（下から3段目辺

り）で足を踏み外し、躓いて転倒した。
73

50

～

99

12 11~12

バックヤードにて、パックの作業台からフライヤーの前を通って、冷蔵庫に商品を

取りに行き、冷蔵庫を出たところで滑って転倒し、右大腿骨を骨折した。 長靴に

油が付着し、滑りやすくなっていた。

57

50

～

99

12 12~13
レジ業務の両替で、担当者が事務所にいなかったためフロアに探しに行く途中、事

務所内にあった段ボール箱に躓いて転倒し、手をつき負傷した。
56

30

～



49

12 22~23

店内1番レジにおいてレジ業務をしていた際、セルフ精算機で会計をしようとして

いたお客様に呼ばれレジから出ようとした際、足元後方に設置していた暖房器具を

避けようとしてバランスを崩し、左前方に転倒して左足を捻った。 痛みはあった

ものの当日はそのまま終業まで勤務し、翌日になっても痛みが治まらず医療機関を

受診したところ、左足甲を骨折していた。

59

100

～

299

12 21~22
夕食を食べたあとに突然倒れ、床（もしくは柱等）で頭部を打撲・裂傷し、少し出

血した。
68

1～

9

12 7~8

店内惣菜売場で商品を補充中、ミニキャリアに積んでいたコンテナを持ち上げよう

としたが、指がコンテナにかからず、バランスを崩して後ろ向きに転倒し、左肩を

強打して脱臼した。

56

50

～

99

12 11~12

トラックからの荷降ろし作業中、荷台から降りる際に荷台とゲートの隙間に引っ掛

かり、左手で体を支えた。 当初は捻挫と診断されたが、痛みが継続したため別の

病院に行ったところ、骨折とそれによる骨の一部分がすり減っていると診断され、

移植手術が必要となった。

22

100

～

299

12 7~8

惣菜の寿司売場の陳列台を清掃中、クリーンキーパーがポリッシャー（床洗浄機）

清掃で後ろを通ったあと、移動しようとした際に床に水が残っていたため足を滑ら

せ、転倒して尻もちをついた。 左手にアルコールを持っていたため、左肘を床で

強打し骨折した。

60

50

～

99

12 15~16
作業場にて、惣菜部門パート従業員が空の発泡箱を2箱持って歩いていたところ、

カゴ車に足がぶつかり、膝から転倒した。
69

50

～

99

12 11~12 業務中、お客様対応をするため、急いで階段を下りる際、足を滑らせて転倒した。 44

10

～

29

12 8~9
保管場所へ包丁を取りに行き、作業場所に戻るときに、床が水濡れにより滑りやす

くなっており、水濡れ箇所で滑って転倒し、負傷した。
57

50

～



99

12 15~16

被災者（身長150㎝）が、厨房の控え室（備品等を保管）で棚の上（180㎝）の

ラップを整理しようとして背伸びをした際、足元に置いてあった箱（30㎝×30㎝

×30㎝）に引っ掛かり、腰から床に尻もちをつき、後ろの扉に背中を打ちつけ

た。

63
1～

9

12 8~9
惣菜陳列ケース3段目に弁当の陳列作業中、足が滑り転倒し、陳列済コンテナで右

膝蓋を強打した。
62

30

～

49

12 6~7
店舗出入口（風除室）にて商品搬入中、後ろから来たカーゴに足をとられ転倒し、

膝を打ち骨折した。
60

50

～

99

12 14~15 店内で歩行中、ダンボール箱に躓いて転倒し、左膝を打って骨折した。 62
1～

9

12 15~16

家電設置訪問宅で、部屋に案内されついて行く途中で、廊下と部屋の間に土間があ

り、そこに渡し板をかけて通るようになっていたが、板にマットが掛けられ、暗い

所で認識できない状態であり、家人に案内されついて通ったところ、両手に荷物を

持った状態で、右足を着いた所に床がなく、土間へ足を強く打ちつけて転倒した。

44
1～

9

12 8~9
鮮魚売場前通路において、売場をチェックしようと通路を小走りしていたとき、通

路の水で滑り転倒し、手を床につけた際に右手首の骨が欠けた。
63

50

～

99

12 6~7
出勤後、着替えをし、厨房へ入る前に事務所を通った際、床に這わせていたコード

に躓き転倒した。
71

1～

9

12 17~18
勤務する薬局の閉鎖につき、備品の雑誌や本などを車に積み込んでいたとき、車止

めに躓いて転倒し、左手首を骨折した。
57

10

～

29

12 16~17

店舗内売り場内、パンと酒コーナーの間の中通路付近にて、お客様に商品の場所を

聞かれて案内している際に、通路平面で躓いて前のめりに転倒し、咄嗟に手をつい 50

50

～



た際に右手薬指を捻り、右環指基節骨骨折した。 99

12 15~16

店舗内の寿司作業場にて、寿司を製造しているとき、置いていたシャリが入った

BOXを載せてある台車が勾配のある場所にあり、少し動いていることに気づかず、

ネタを取るために振り返って足を出した際、台車に躓き転倒してしまい、右膝蓋骨

を骨折した。

60

10

～

29

12 13~14
精肉加工場にて、被災者は床を水と洗剤を撒いてデッキブラシで清掃中、足を滑ら

せ右側に倒れ、右肘を負傷した。
0

50

～

99

12 15~16
鮮魚部作業場において、商品を持って移動するときに、作業場にあった長台車に気

づかず引っ掛かり、前のめりに転倒して左膝を強打した。
69

30

～

49

12 10~11 被災者は、入り口の一段を上がり損ね、尻もちをついた。 69
1～

9

12 12~13
資材館にて天板商品の補充作業中、兼用脚立の側面ロックが外れていたため、足を

乗せた際に脚立が倒れて転倒し、右足首を捻り負傷した。
46

1～

9

12 10~11
厨房内のフライヤーの前を移動していた際に、バランスを崩して倒れたとき、誤っ

て左腕がフライヤーの中に入ってしまい、火傷した。
38

10

～

29

12 15~16

作業中の本人に、部下からインカムで店内へ向かうよう伝達があった。 本人は急

いで行こうとした際、何かに躓いたわけでもなく、足がもつれたように転び、その

まま左足の痛みを感じ、動くことができなくなった。

46

30

～

49

12 20~21

車の納車に行った客宅で、門を入り玄関までの通路を両手に荷物を持った状態で歩

いていて、玄関の段差に気づかず、躓いて転倒し、右膝を捻って打撲し受傷した。

打撲した時点では、痛みがひどくなかったため様子を見ていたが、日が経つにつれ

痛みがひどくなった。

45

10

～

29

事業所3階会議室にて、朝礼準備を済ませて、退出しようと出入口に向かい歩行

中、床埋め込み式コンセントの蓋が完全に閉まっていない状態に気づかず、躓いて
100



12 8~9
転倒した。 転倒時に床に手をついたが、バランスを崩して右半身を床に強打し負

傷した。 なお、床埋め込み式コンセントは、直径11㎝の円形で、会議室内に8個設

置されており、ワンタッチで開閉が可能なものである。 災害発生後、当該コンセ

ント周辺を赤いゴムテープで囲い、再発防止策を実施した。

62 ～

299

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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